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緒 言 

こき に K 北 能代 油田 と 稀 す る も の は , 米代 川 以 北 , 青森 , BK BRBE LU AIRC HE 
する 雇 域 の うち , BEAM AOMSERLLOCAS, CORO 
田地 質 に つき て は , JE IC PAE BE HD HE 2 巣 油田 及び ニッ 井 油 田園 幅 
及び 廃 明 書 が あり , また 著者 の 指導 に よる 報告 に は 吉田 重雄 幌 士 の 花 フ 菓 
油田 (昭和 年 卒業 論文 ) 及び 富 標 喜代治 提 士 の 北 能代 油田 (昭和 十 二 年 卒 
業 論文 ) 等 が ある 。 著 者 等 は 津軽 油田 の 研究 に 薄 開 し て 本 地域 の 油田 構造 
に つき 興味 を 抱き , 昭 和 四 年 以 來 毎年 敷 次 に 豆 つ て 本 地域 を 踏査 し , そ の 特 
異性 の 一 般 を 明か に する を 得 た と 信ずる の で , と \ い に 本 報告 次 を 弱 表 せん 
と すず する も の で ある ろ 。 

本 地域 の 地 居 構成 落 び に 油田 構造 は 南 秋 田 油田 の それ 等 と 異 り , EA Ae 
軽油 田 に 多く の 類似 を 示し , MH OMe MUTA Lochs, EK 
本 地域 の 北 省 部 は 地勢 陰 吹 に し て 交通 の 便 を 鉄 き , 加 ふ BIC AHWR HER 
相 は 地域 の 東西 に よ つ て 異 り , 構造 も また 江 だ 複雑 を 極 む る を 以 て , 著者 等 
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の 研究 は と れ を 以 て 完了 せる も の LERCH, ERS ORME 
BI LOCH), 後日 の 訂正 を 保留 する も の で ある 。 

本 報 六 は また 上 記 議 氏 の 業 忠 に 負 ふ 所 が 多く , HOMO — BE 
PABRACLO PRS LROMBICLZLOCHS, HIC-ALTHEE 
TS. } 


CR ORR— wee y 

BR JAWS UT Te ey OIA TERR (KO aE) に 
LC, HEROD AL PE EKOVETE (SIG), ALLE — % ( 同 e) の 西 雷 部 等 に 路 
出す る 。 と れ を 被覆 する も の は 著者 等 の 新 ら た に 命名 せる 灯 所 内 (RR ELBE 
Wee BE) JOS EH (4 HE RICE) SEC a BAS, HLIC BEAR OD HE REDS L 
0 HERO 4 oid Waele (ae «wlll No) の み に 限 られ る 。 
WEB rc owitwswicho sk FROM LMECABL, CORN 
FA PEBULICAOPRSE EIC Ral, 義盛 確 山 (Feel a) の 北西 , aa FE SIE 
REE OF DALE (lel ec), Bade ( 同 p) を 中 心 と する 二 大 構造 邊 園生 の 閣 
Me ELTS, COKBOR elt 8 I PES ORES (REGED), HEBOSE 
瀬 居 に 相 営 する も の で , RKEOKAMECHET 2 MHA SAE 
EE o> FRB BRAS FE FE (YS BED PUT DPE DONT ICH) OF HEIL BD 
所 , 確認 まれ る に 至ら な い 。 

pe MER AEL LUCHA ORKAB CHS. CHE PME Db 
CHAPS AlLKOM<. (CHS~ 

Ki KBAR AR, FTO F -ADTABICOARINL, その 厚 
S(LPMUDCH SD, RS ¢ (ha EIA UOTE hid a ON IT VER Ze 3 za aS 
存在 する も の と 推定 され る が , PPAICHERY SKU AIC LOTCHELY 3 
CHAE Cis, 7 OAC IE FURS A eo FEE CHIC RBC SASK 
AIC LW ICUS A AOR BAR ICHAIET S, CO PRICIER OLE 
et, (ERS, 粘 板 岩 等 の 園 磁 を 含む が , DU COMB ATOR RCHSET 
れ ば 居 厚 は 約 600m 前 後に 達する 。 
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第 EB he 
北 能 代 油田 地質 概 園 (高橋 ・ 信 木 ) 


KG, N. thie, 7. DRRABAR/ ME, A. zeus, Bo eRe, 
G. fifi, L. otBes, P. 和 匂 配 安山岩) 11’, Ill’ Kaeo, a. Be 
Mi, b. AWE, c. kM, d. HIRT, e. Ae, ff BUNGE, 
§ MAAR, h. BREE, i AAR, |. AES, Ek. BE, 1. mw 
SR m. 7, 0. BEATTY, p. Met, q.r. WSR, x. RE 
ドー ろ 2, y. 能代 町 。 
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Kn Pilla AeeACa IE 2 _LABIC | (20 2 AUER ELE ROB 
む が , T VIC PBS LTS LOMtORSD SLELOT, ZS 60~ 
150m, #4 100m (Ghee, Lb ¢MHEL ROT BHO HF Ak 
4akici >, 一 の 基準 司 を な す も の で ある 。 と の 頁岩 は 黒色 SACOM 
に 破れ , その 粗 粒 物 は 主として 長石 , A, 雲母 , 硫化 鐵 等 より 成り , Bete 
SHON & 2s, PORTE PA OHAIE BT So 

Kin 7B & ( 約 1000m) Fi HORGRKAE CT, その 
Fabs Fa (ila, Ka Ol e®) を 時 し 上 方 に 多少 細 粒 と な り , A. 
つ , 酸性 と な る 。 下 部 頁岩 履 の 外周 に 海 び ひ , bach F -AOMBHC RESTS, 

Kiy 上 部 頁岩 必 黒褐色 堅 弘 な 頁岩 で 明 須 な る 成 選 締 目 を 示し , 題 微 鏡 
的 に は 海綿 肖 針 , Bek, BRAS OURS SU BMS COR MEKORAA 
Bi CG 6 EP E OPE A (eR OULRCAA), MOR RS Ov 
頁岩 誠に 相 営 する も の で あら う 。 COHMSlaMic kod) 200~500m 前 
後 で ある 。 

Kv 2AYRRACAIE = 7 OIA S AYRE O REC 将 a 
LOHEC, Zit 10m HROBELRTLOCSS, LW 岩 必 と は 
束 合 的 で ある が , その 上 部 層 と の 闘 係 は 概ね 角 不 整合 で ある 。 その 厚 さ も 
不定 で 500~1600m に 達する 。 

DLEOUM< MEBO ARB RR ale £0 D SOIC C ROR AE 

DIPTEF SASTKIC Ze SS OBR AE IC ORAWKSD, A OBS IL 
局部 的 苗 化 が 閉じ し く , SO MA RBOMA SIL, HORT ICHEO THEFT UIE 
2500m ょ り 1200m の 間 に 細 化 する も の と 推定 され る 。 注 意 す べき は こと 
OBES F — 4 OTABEICIED ¢ IC HO TMS FT ZAM OH LUCHA, 
(HABIBI) Wires STARS BEAT IR 7 % (ee ETS SHERROD [RE CHEN 
れ 來 つた が と に 特殊 の 意義 の 存する と と を 知ら ね ば な ら 選 。 HK, AH 
Ss HER & 44 HHH & IS RINYIC REE SO L MUMS ILA OPe ps3 
AE OLR O REIS, PAH ILE IONE TT LH IC LD THIEN SLO 
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CHS, MNIEbEIROAA, Gi 7 HORT F — 2 OEE 
HERE LETT IC (PUT HB S Sh WS OC OV, HE 
BROMEFT IC (EO CEH SEAS TT RAL eS HHP, bt a> dn 
( FO ABOMF ORS DML T ZICH OCH 
De 

EHO XW a HEISE HO KIA OREA RU 
通 を 受け て 居る が , そ 私 等 の うち , 明らか に 本 期 の 比較 的 
末期 の 活 癌 に 係 は る も の は 流 級 岩 (大 白 岳 附近 , 45-8 L) 


ORE (HSA P) CHA, KRE ROMA 


KNW AGORKEME CALE DY BHA OPERICHS LOLLY 
BAILS, RMA ILAHA LHC CHEB SLO LT, 上 
GLO RR C4 BEAR at RIC TOM EE ER LES LOKSN 
く , AE AO ite O hn & (ke OPA IRE IC HS 
する も の で あら う 。 
地層 の 橋 成 一 七 座 層 及 び 夏 / SE 

HAZEN TEA CRE T 24 OER AOS Ig (No) 
で あり , KThHIC FREON HM BARA ICES, 
PAILS DPIC RE a (ASI) を 挟ん で 下部 , (NY), 中 
#6 (Nu), 上 部 Nin. の 三 層 位 に 分 た れる が , SHOR 
成 は 下部 より 上 部 に 至る に 従 つ て 石英 安山岩 質 に 移 化す 
HEEB -KICAMT AI, , HCO MBC TA Re (FS 
de Kv) LYRE RT LOCH, MRL CMBR 
le © itt HITE 7 LIE DEL CE OMICS ( 仁 
ett IER), PHOT HE ICIS TILK FIC HET SA AB 
TLOTHS, 

も 座 烹 放 岩 居 の 上 部 は , RRR A aa lt (Nv) Ic £O 

1) ie, 越後 油田 の 構造 に 就 て . Kao TEA - WHEL 
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THEA WIC HEE SALADS, T OM ITHERRHO FB ECI L ¢ , Bel TRAAR 
色 買 岩 必 と な り 或 ひ は 砂 質 頁岩 駄 を 時 する 。 然 し サガ リ テ ス 型 の 海綿 化石 


第 S 表 iw Sel CREEL, 
WHER RI (rr) Abe ICHAT EOL eS 
| xv [os | Nm | Nor | ppgrppereeie 2 eRe 
SiO, 73.48 | 72.63 | 70.98 | 69.57 HERICTSEMT, と 
ALO, 11.92 | 12.51 | 13.24 | 1442 . ae 
Fe,O, 144 | 181 | 268 | 0.94 DEN ENTE AO Miah 
FeO 0.49 0.24 118 0.65 ie a 7 ERR S FRET Se 
MgO 0.85 | 1.57 1.08 | 1.22 N , 
Oo JERE eg HE 
CaO 1.98 3) 133. 11.405) Fhe BA 
NaO 924 |}. 07-12 1:97) 2:85 LCERERATER A, 
K,O HeB9ueh: 6448 ~ bei 1OSisll- +443 faar- } Ree 
TiO, 0.28 | 0.36 | 0.42 | 0.17 ia aes 
MnO OOF ( O.ol | Te) te VER A O Hit XY 
Ig.L 674+ 687) |) (6530) etd り , その 上 部 及び 上 部 に 
Total 1100.12 |100.28 | 100.31 |100.43 : : 
YC RIK A @D ERE} 
Si0,/A1,0,| 11.0 | 93 | 904 283 BST IL BAR O LEBEN 


BRA, その 厚 さ は 
GN 1 
は 時 に 魚の 骨格 , 魚 鱗 , 海 藻 等 が あり , 海綿 は 特に 上 蒲 に 著しく , tLe, 放 
散 員 の ほか , pr - ICR LM, VERA DAK 
RGRICILFEX TAZ re PIR EROS ( , HEROS SRARIC RE 
と と は 後述 の 通り で ある 。 こ の 司 の 上 部 は 所 調 硬 質 黒色 頁岩 層 に 移 化し , 
KW C Pi -b BBR aE RE CPO RGA ABLES, FO FRICISH 
ERIKA Be VET ICRET 6A KE UD Aires あり , WA, wea 
A, VERA BOREAL pum WL He Be OR, FE BER & HES SAAR 
が ある 。 HEIL EDRO BE TEMIIEIC HN CHER AA の 下 庶 に 現 は れ 
208, WEIN LEE, TR 2 準 銚子 瀧 附 近 に 於 て は 二 煙 石 安山岩 と 下部 も 
REVERE (2) と の 境界 に 見 られ る 。 その他 の 場所 に 於 て も 下部 七 座 虚 放 
1) 高橋, 水 成 岩 序 読 CARRE) 
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CIR SILO TET SASSY, と れれ 等 の 場合 に 於 て は 
WED) ERA EUS AS nian ne Se 7% HAA AO 
PAG LASS AIC ART ASIN < , WE 7 SER Geta 1) orb peIc Baa Bt 
PICIEKEL, BI TRORT F — 4 DTD A (CSPAG L, ids b PDF — BE 
KS SHAE LILA REA OMMRICHS SET, と の 地層 の 堆積 営 時 に は 
FF — 4 JGR ASHER 6 ALR Te S & HEE LBA ( , HOCH F - Amt 
時 の 中 心 に 近 き 部 分 に 於 て は 堆積 間隙 を 來 す 可 き は 明らか で あら う 。 同様 
BARS AS ih OB RAS ROSE FROLIC 4 Bodo 
aoe) 

ASK IL AE PLVIIC LMS XS HEE TER (EAA) ROWED AN RICH 
LES SMS LOCH 2UNEOREORE (BS) 及び 堆積 相 ( 油 母 量 の 大 な 
SH) (CHCAMO MH LERSLOCHS, 然し 本 地層 の 上 下 夫 限 を 何 所 
に 求む 可 き や に 就 て は 猫 ほ 未 解 決 の 虹 が 散 く な い 。 本 酒田 に 於 て は 東 質 責 
Aa SHAE L EAR ERT AS —GIC HS CHE BO LB ASB (Krv) 
(LEEICHEREA A AIT 2, 一般 に 鹿島 層 の 陸 相 と 海 相 と は 下 よ り 上 に 
URI T 4 OCH SASH-ER LEA & ZOU (PER) と す 
qd, AB ICE AANICHET ZBL S, MU CHEROMM Y--« 
の 隆 昇 後 再び 沈降 し て , その 上 に 海 成 財 が 堆積 する 場合 に は その 問 に 不 整 
合 を 生 ず べ き で ある が , その 問 依然 と し て 海底 と し て 総 縛る 部 分 に 於 て 
ik, KF ROR RILEAM LR SH CH%, ae 
HST IRFU t OD — PP OWA te SHEL E SED BIL AATEC, AOA 
味 に 陥り 易い が , Hie Sb, bidOw < RENEE RE MNOATREC 
DB 

Ni Fit be eee FWRAEOR Ra (bez Ni) で , 下部 に は 
SMS & , 安山岩 , 浮 石 , 頁岩 , AOR 2.5cm WiROHE FH EGIC 
qed i, We RL CMTE HARE LS, EO PAB bik ¢ , (k 
1) 高橋 , 信 木 , 柴田 , ARMOR, AEA MIM, 
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石 帯 を 挟む 事 が ある 。 TORPEAMWRMO RM, 7 Swbic#l<, その 
ZS 200m 以上 (局部 的 に は 500m) CHT SASPH Cla MAR BL C 
40m DLE EID, ESL MHRIC HET 2 ICBSYOCH 2B. 

Nn 2H GRRL Ee ET SA CHD, A AICS 
ALSACE H, 且つ 土 其 で あろ 。 PRICIRME, 砂岩 を 挟み , その 中 部 
に ゃ も 比較 的 厚 き (200m CET SPAS D 3) BIKE EB, 全 購 の 厚 さ は 
BAC Ge TC 400m 前 後 で あり , 後 者 の 失 縮 せる 部 分 に は 頁岩 の 厚 さ 
BAERS. PRHOALB RY LHSR Nr に 示す 通り で ある 。 化石 と 
し て は 海綿 圭 藻 , THRE & Ot DVLA OMI IC (LAT FLEA DSH BAL Sy 
TEODOR EN CEP AICIEL HL < HR <, No OFPH EH E DY 
DoS RE LEE ET 3 RURL< BORA LHD 2b, 
Pi OBE 6 At RRO AIC ILL CRE MECH SZ. 

Nin ihc ee eat AICTE CMR BEC, tO PIRATES 


第 Ss は 下部 , PHONE L ABH 
Res Bar FPG, RIO HR, ASK, 
EE AE ESS 長石 , 角 関 石 等 の 結晶 片 を 含み , 


EFefHIC LO CHEM OPE 
に 分 布 す る 部 分 あり , FE x Pra 
WRAL SiR OH Se LAO 
特徴 を 有する 。 TRL b+ eK 
PRA EMIT EEL TH DEPETH YD (第 訟 表 Nin), その 厚 さ は 120m tO 
40m AVHICRHAT ZT LHY), PICE CRARAWHE LEA, ERE 
MARES HS hal OME 7 FRAICHE CHAAR AT LOCHS, 
Kw 砂岩 頁岩 互層 AP HER iBiy BE (LL ¢ , bao Re eee 
i ORES LEGRICAZY RAL TRKAWE, WAROBEOREBE 
ZV, Rb SSA E 1c hai Mh ORK GAA BOBEL, BIC LOTR 
ん さ ど 砂 質 頁 岩 と な る 。 然し こと れ 等 を 通じ て 海綿 化石 ( 幅 2mm KS 4mm 
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BUR) を 分 布 し , MICHRE, MEGROILA, RE WEL ee tors Oo 
DIRS %—SECI ¢ , 200 乃至 400m OAAICBML TS, ARIA 
PROREAR SF 5S IGA CHET SLOCHE3, 

E/AB Bem sicd » CAWRABEEANICKGHER 
BAD Fa IB CIEL. TERME AIR ERIC も 存在 する が , PEIC KIA 
FA IC RALIE C OPAADS AAI & Te 0, WOE ELAS et IC LY POA 
PUBS IC SD AHULIC IA SOE ALAS b EHO PARHUE IPA 
ざさ ざ 認め 得 ら れず , その 堆積 相 も 純然 な る marginal deposition Ic HL, 本 油 
FH Asa CHET AMG % Bh RICE Fe B KIC WY RIA HICHEBEL, FBO 
Niv £1 HRIC PR EAHUR ERT LO CHS, SRA EI O ICH 
司 に 属 せ し め た 理由 も と に 存する 。 

"zr WITHA 多少 の 雲母 を 合せ 砂 質 頁 岩 選 で その 下部 に は 時 に 大 春 
LED, 上 方 に 頁岩 短 砂 岩 必 に 移 化し , SRICRE MLE, その 厚 さ は 
200 乃至 500m で ある 。 

Tr WHE Rare e7 we 2rxy pRBEL ET SWREELL, 
iA Ee, Bae 2 LL, RIC Eee BER 

段丘 堆積 域内 に は 20~30m, 60~70m, 90~100m, 200m oe 
TASTE LIZ S BORD BA BCKO WORE & HERTS 

EBM OKWA AMODERICKLS KWAK ROME GE We 
CHS, KHAN A A (No) 及び それ 以前 の 地層 (Kv) &HSc, 

CHIC SD OBL FS, BEABRE KT LOCH S,. 一般 に 黒色 綴 密 
(新鮮 な る 時 ) Cae L CRHEA (n= 1.573 basic labr.) KORG £ BED, 
RiaseH aA C, COURS Blt 51% を 超 を な いしい 。 HMB に 示す も の は 
藤 秦 川上 流 の 球 質 頁岩 中 に ある も の で ある 。 

PASTOR ZC LI Jet 1S FOR 2 PEO CA Ap] © PYRO BSR IC BE 
Bex 5 DRAKE AL, EEA EVAl (No) 及び その 下部 層 の 一 部 より , 下 
Mew (Nt) ROMA REBAR (Nu) CHA AOLSE REAL, 
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特殊 な 地形 的 位置 を 占め て 居る 。 EOALS RIS HAE A CRT IN, (第 
吉 賠 中 央 部 の A, 素 波 里 視 太 附 近 ), Bt RE Ze Sb OIL (OBE CHEL CSE 
BCH S, BEIAEHE A (n= 1.533~1.556), FRA, 及び 多 色 性 を 時 す 


BK) 志 ZHeROR A LORD, これ と 同質 の 安山岩 片 
支 武 岩 (B) 及 び 安山岩 (A) は 上 部 上 上 座 及 びそ の 上 位 の 北 交 岩 中 に も 角 春 
富 極 分 析 ) 
と し て 競 見 され る 。 ¥ 
(B) (A) 


BY GLE Ices POUT waaay DLE OIE DFEVEHAAOREE LAB SN SZE 
Si0q | 49.52 | 98.89 AAS D Bao te (GH p) の 頂上 附近 は 
Al,O, | 19.54 | 15.87 : BIA 
Fe,0, | 3.40 | 2.76 その 一 例 に 属す る が , 概ね 火山 岩 選 より 成り , 
FeO 5.84 6.38 HOH b eRe OU CHAR CH. 
mgO 4.14 2.80 mm dete 
ae wets a PRMREOMR BEAR ikicKte 
KO | 1.05 | 168 | BRAS OMBICHAT SLOT, AH KIC 
Na,O | 3.03 | 3.90 BU SKE (yr de F -— 2 ORE, FRESE 
TiO, 0.99 | 0.98 
MnO ne we DEAE), KER (AR F - 4 Pad, と れ 等 の 
P20, | 0.65 | 0.32 | MIL IATE RG L 0 EE RK ORI 
Ig.L 1.78 1.02 i at 
ee 100.13 | 99.64 | So) EO eATRIN SHE HE IC IF AEF S % O 

- で ある 。 然し 義盛 確 山 (VSIA a, BRBRR) の 

AUB ILER AE le (No) の 上 部 , 恐らく SR (Ni) の 異 相 と 推 

せら る BOORARAR ICH bi, ZO. LEO ES 4 Fee (Nn) 

LV AREBOCTHMTRELAETLRA), BMH RHOSNKRY, TACHE 
Sut, BSE OUR ELL CBE ELT AMEMO LOT 
あり , RRR NORE Ce PSnicHBicHeAETZLOCHN 
tEASABMCHS, biktom<,, QBLABE LRG AICHOTINE 

観察 すれ ば 部 分 的 不 融合 で あり , ACIS GE AE ABR ART ASHI, 

等 の 選 界 は 目下 の 所 と れ を 便宜 的 に 薄 定 する の ほか な きも の で ある 。 
ae 
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ABC HS 6 FZORE HROALBEA 
Bes 河 ie 


序 言 

昭和 14 年 6 月 筆者 は 知人 を 通じ て 新潟 懸 西 頸城 履 小 江村 産 の 線 色 太 物 
片 の 針 定 を 依頼 され た 。 直 ち に 草 津 教 授 に 御 攻 示 を 仰い だ 所 , FE LATE 
NOMS NT, 大 森 四 士 は その 光 穫 的 性 質 を 決定 すべ き を 指示 せら れ , 叉 
ASTD & P LRIPIED Fe w (ABER AS ARE IC IS THEA AE 6B LIC KIER O 
TRUE eb EUR Bae, KIPEBA & LR OF RAKE EO 
* BGT. BAAD LOOT, A AIL BIC AVRO HENRI & OPE 
れ 7 月 現地 に 越 き , EA OBAIC HR D [AAU & KIS PARE & FT Ore, 
TAH IC HS CHE LY PSN 7 BRAHICOE, 化 抵 分 析 を 行 ひ 今 その 結 
果 を 得 た 。 本邦 に 於 て 未だ 散 容 の 産出 し た 例 を 聞か ず , COLES KP LS 
術 的 に 極め て 興味 ある も の と 老 へ られ る の で 落 に 全 表 する こと と きす る 。 

本 稿 を 草 す る に 営 り , Ki AR ASME) HORDE SAME 
BGT ROE & AZ c ith EBGR ICRI SHERI SZ. MCB 
PEt NTCKREAIC LASS, 記し て 感謝 の 意 を 表す る 。 更に 研 
究 試 料 を 分 興 せ ら 改 且つ 踏査 に 際 し 染 内 の 労 を 取ら れ た 弱 見 者 大 町 襲 二 氏 
に る も 感謝 し . た い 。 

= tk 

AMEN & SAINT BEL L Ze OLS TA RAR I D KM HET HO 
て 昭和 13 年 の 事 で ある 。 [i ASIC HE 見 し た 場所 は 姫川 の 支流 な る 小 
Hoo PUT IEC bOT TELAEAS VEC 6 ACHE TDS. BG 
Aik LORI MOM C HOT, fal Hh BIC HS Tt AA Le Ba 
た に 過ぎ な い 。 EORMR MAA L OR 1 FE Piz ZR ICTS THB 
BAM BLL, Ko CHA ORRICK CHEM TAR OBA IC LO fF 
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HOPE kD BIC WH FELL, FETE O ih HOPED DICH CHT Bl 
DAGAMOGFT SRAM ILCHDS. TH PUMOM TET Z Hh S 
150 米 位 の 小 範 園 に 限ら ちら れ , EL LODE OIIECH ZS. LAPBBE ILA 
れる も 直 簡 1 米 よ り 敷 米 の 大 塊 で あり , AOMFICH ZL OMMAMROTHT 
BG L VIR POPC LBS ME, THBGORB L DBAKBRAO 
PHIL T OMAQERIC INO ARICTEFZET SOO LEE HILEDTH So 
MEOH CMT 3 &, GFRMOWET Shebhie TVR eT 
SB AREY) OAR & COP IC HET 3 ABM OW A ROA EO 
BRRICHOTCHS, MUCTHHIAME EL LOTHL CAD SM, TOMB 
MICA LAR ROM GAO DEMANDS. WLS AASB OAL 
壌 し た 砂岩 片 の 堆積 物 か ら , Ae LNA kD BSE L 76 a RR IY DHE 
物 か ら 厚 く 被 覆 せ られ て ゐ な る た め , MER ALL ARKO KEI & Was & 
CPE BH FRE IC AGA OEM IRAE IRS (ET SILA KK, Mom 
BAAD BR MARAE ULL LSTA DS, 32 Us Aa AAO IL FE IC EO ED & BEE EE 
る た め , TALE BE FERRIC KD DPREE & DIN HEE T SB BAMA S. BG 
ASTHMA LAL, 4O-MiAEE ABR EE ARLHS, Ath 
Hh hee ah EC — Lag ah aKa (saccharoidal limestone) 様 の 外 額 を 早 し , 
Vit hy © FGI REEL ie ih EHS & DIRIKIC PEO, RR IBIS T OP 
AOE A ERIC REL, TZ OC IAGROAIK Eb BSB Sas 
き 感 を 興 へ る 。 GOL RCIBOM TET SRAM ELE MICE LF 
る が 如き 感じ で あつ て , WA 境界 は 割 然 と し て ゐ ね な い 。 又 閉 徐 塊 の 一 部 
IC (LEER AERO 74 CAKE CORO BEES SPB D S— WRLC EAE 
Ay OWE BEF ERE BBG DAE NALIR AREA IE IRD KBCTIT ES BENG 
BPA ORMRCEKUDEBA5NS. PAPAL TS LMEICILAKREO 
KEM ASS ), kK Meat L CREB Ov RAMEZE L CHG AS Eo, ARGS 
OKA OR IC LUT AVEEAEF SWILICS MEH NTHS, 
1) AIEWE, MRO (GH), CRE —, 昭和 12 年 。 


@ 221 we RK 本 197(13) 


FRANC KBA OD BAO MINICHIS SAIC LS L EAE IC HED BAAD 7 
じ た 例 は 殆 ん ど 記 載 さ れ て な く , 結晶 片岩 中 り ICEL SS PEL S 
C  OIRICREA Leb 2) ICMBIRE TTY OD, SLL APL 
JS DIME OO FICHE ELT CRED PG OMEND 3. 
ABO RICK LC b ROPE EET B B 0 

分 wh  # 

Sy BTC BE Le ARE LEE & ICUS 7 & AEE LE OLUMT TH SBS, 
FASE DERE AB IC IS HEE PES (RL k BME SLO) を 少量 兵 
在 し , A BBC oA IC BEKO BS Bit & EEL T do S BEAD ¢ Te 
Dre, RLMBL LACH B7eOZERKT ST LILY THT B 
止む を 得 ず その を ま を 分析 を 行 つ た 。 

‘t 2 K F 

APT ORIG BRA PROM ( CHS. DTIEKOMT IEG & 
同 表 た 並 記 し た 。 表 に 見 る 如く , MAME EMO RTh) GLD. 
し て 居り , 借 か に 前 者 に 於 て MgO 及び CaO が 多く , 之 に 反し 後者 に Al,Oz 
が 僅か に 多い 。 然し 終 色 部 に MgO 及び CaO の 多い の は 遊 角 関 石 を 不純 物 
と ょ とし て 含有 せる た めで あり , BRABOMLINIMAKEEV PT 5TCHS. 

5 化 2 式 

3548 (jadeite) の 化 算 式 は 通常 の 確 物 書 に 依る と Na AlSi,0, CH), 
比較 的 簡 温 で ある が , と これ は 勿論 理論 式 で あり , 自然 界 に 産出 する も の は こと 
の 外 に 種々 な 成分 が 混入 され て ゐる 。 て こと れ 等 の 少量 諸 成 分 を 如何 に 取り 扱 
ふか に BAL, EK IC KY BRAD SD. 例 へ ば Winchell の 如く , jadeite 
(Na A1Si,O,) 分 子 と diopside (CaMg Si, Og) oF & VEY aT EO 


1) M. Bauer, N. Jb. Min. 1, 49, 1897. 
R. A. Ktenas, Min. Petr. Mitt. 26, 257, 1907. 
2) A.W.G. Bleeck, Zeit. Prakt. Geol. 2, 340, 1907. 


3) L. V.-Pirsson, in H. R. Bishop, Investigation and studies in jade, 1, 162, 
1906. ry 
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第 = 表 
3 A em & 人 部 
c = Atomic ratio 
I II |Mean| Mol. prop. || Atomic ratio when 

Al= 100 

SiO, 58.12 |58.02 |58.07 968 Si 968 QTS. 01 

Al,O, |22.89 |22.96 |22.92 225 Al 450 100.00 

Fe,O, | 0.80 | 0.77 | 0.79 5 Hews 10 2,22 

FeO 0.23 | 0.18 | 0.21 3 Fe” a3 0.66 

MgO 1-68 | 1.70 | 1.69 42 Mg 42 9.33 

CaO 1.70 | 1.58 | 1.64 29 Ca 29 6.44 

Na,O {12.41 112.38 |12.40 200 Na 400 88.88 

K,O O21 | OG | 20eL9 2 K 4 0.88 

H,O+ | 0.87 | > | 0.87 O 2902 644.88 

H,O— | 0.40 | 0.61 | 0.51 

TiO, 0.04 | 0.04 | 0.04 

MnO itr 0.01 | 0.01 

Total |99.36 |99.28 |99.34 

ee a 表 
3 BA & B 
| Mol _ [Atomic ratio{ Atomic ratio when 
prop. Atomic ratio | when (Na, K, Ca,Mg, Fe’) 
| Al=100 _ =100 

SiO, 58.35 973 || Si 973 208.22 217.67 

Al,O, 23.90 234 || Al 468 100.00 104.69 

Fe,O, 0.66 4 || Fe 8 hav 1.78 

FeO 0.08 1" || Be’ 1 0.21 0.22 

MgO 0.78 20 || Mg 20 4.28 4.47 

CaO 0.98 18 || Ca 18 3.85 4.02 

Na,O 12.55 202 || Na 405 86.67 90.60 

K,0 0.12 a 3 0.64 0.67 

H,O+ 1.23 O 2902 621.03 649.21 

BO 0.69 

TiO, 0.04 

MnO 0.00, 

Total 99.38, | 
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“fl Ca 及び Mg 等 が jadeite 中 に 入る 場合 ALL SELEY diopside 
分 子 と し て 存在 し て ね る と の 考 へ の 帳 者 と , Clarke 及び Penfield の 如く 
jadeite 分 子 中 の Na は K の みな ら ず Ca, Mg 及び Fe’ ick vo BMLE 
る 事 を 逃 べ て ゐる 嘩 者 と が ある 。 . 
Penfield は jadeite ic ARB LUCA S45 Fic (Ca,Mg,Fe) Al(SiO』)。 
を 優 定 し , Zic pseudojadeite な る 名 笑 を 附 し て ゐる 。 印 も Clarke 及び 
Penfield は jadeite Pic MIABt UDCA SH Fic Al を 含有 し た 分 子 を 
考 へ て ゐる , 換言 すれ ば jadeite 中 の Al は 常に 多く 他 の 成分 に より 置 換 す 
る 傘 地 が な いじ い が , Na の 方 は 常に 少く , 他 の 成分 K, Ca, Mg 及び Fe” 等 を 
加 へ る 事 に より , Al と の 闘 係 が 満足 せら れる 事 を 逃 べ て ゐる 。 
BASS BO Woy k O Clarke 及び Penfield mic HEE Ast を 
作れ ば , 
DR Ca Me Fh A Stand O400 jadeite 
(Cagy Meg Fe slg Sig OR diopside (tremolite) 
Sig O, gquartz 


RC OF; Sonor hematite 


の 如く な り , 各 分 子 を 重量 比 に 改 算 す れ ば 


jadeite ee 93.77wt.% 
diopside(tremolite) --------- 3.00 
quartz ene 2.49 
eM A ts 0.74 
100.00 


と な る 。 こ と の 場合 diopside 分 子 を 生ずる が , と これ は tremolite が 不純 物 
と し て 存在 し て ゐる た めで あり , diopside 分 子 が 固 深 模 と し て 存在 し て ゐ 
る の で は な ぃ 。SiO。 及び Fe。0,, O—MMBIt AEE PIRI ROP 4 
ンド 所 よ り 夫 々 混入 し た た め と 考 へ た v。 

RIC AE ABO Bese Al= 100 と せる 場合 の 値 ょ り 同 様 に 化 訓 式 
を 作れ ば 


本 200(16) eB RRB Rg 224 


(Na, K, Ca, Mg, Fe’’)95.¢5 Aloo Sizoo Ocoo 
Siq7-7 O28 
Fe,’”’ O, 
の 如く な り , (Na, K, Ca, Mg, Fe’) の 不足 を 生ずる 。 WL (Na, K, Ca, 
Mg, Fe’)=100 & bugis & (ead 
(Na, K, Ca, Mg, Fe’’),99 Alioo (Si, Al)200 Ooo 
Sigg%s O46.2 
Fe," O, 
の 如く な り , Al OFT AF |W, と この Al ASH GOwBOM~? Six 
置換 する も の と 考 へ れ ば ょ い 。 そ を うす る と Si ois 更に 増加 し 丁度 O 


; 第 S 表 

vb ie A "Bielarese 3) | Mondsee, 4) 

mew | a & ew Birma 1) | China?) Schweiz | Osterreich. 
SiO, 58.02 58.35 58.41 59.02 58.39 58.94 
Al,O, | 22.96 | 23.90 | 24.64 24.88 22.77 22.76 
FeO, | 0,77 0.66 0.67 1.23 2.49 1.83 
FeO 0.18 0.08 ben's 0.28 0.27 as 8 
MgO 1.70 0.78 1.24 1.10 E27 ~ 0.95 
CaO 1.58 0.98 1.43 Lees 1.70 1.37 
Na,O 12.38 Deo: 12.76 1G LOA LESS 12.07 
K,O 0.16 Oe: 0.58 1.34 0.27 1.08 
H,O+ 0.87 1.24 1.19 0.07 0.32 
H,o—| 0.61 0.67 ne fe af 
TiO, 0.04 0.04 ts Phot 0.13 
MnO 0.01 0.00 Rios Eee tr. 
Total 99.28 99.37 100.92 100.47 99.93 99.00 
分 析 者 河 BF 河 野 | PLY. Walden | T.P. Walden | V. H. Hirschy F.Lincke 
分 析 年 1939 1939 1906 1906 1903 1901 


— 


H.R. Bishop, Investigation and studies in jade, 2 vols. 1906, New York. 


) 
2) H.R. Bishop, loc. cit. 
3) A.Bodmer—Beder, N. Jb. Min., B. B. 16, 176, 1903. 
4) I*. Berwerth, Min. Petr. Mitt., 20, 357, 1901. 
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の 年 分 と な る 。jadeite 分 子 と し て SIO, OFR iH CH BBB 
me eA CO SRL APE LOO RAIL DBL Bo 
る 。 ド Fe。O。 O--MR H4 VEY FAL UORBALEARY, 

線 色 部 及び 白色 部 の 雨 者 共に Na に 比 し Al が 多量 で ある た め , K, Ca, 
Mg 及び Fe” は Na & EMT 3 LB3.~2CH 0, diopside HF it fA 
got LC jadeite 分 子 中 に 存 し 得 な い の で Winchell it PEA ee 
ne ; 

HEM OBB LAK 2 oLbB 

RFBIC ILA TEBE OP IL TVD, PE BY IC IEILB ST OFT Ida 7e b O 
が 相 営 に 多い 。 比 較 的 近年 (1900 ELAR) ICH CHF LIF kL BOO fre 
今回 分 析 せ る 甘 女 の 成分 に 近似 し て ゐる もの 四 種 を 第 参 表 た 表示 し た 。 表 
th 3 KU 4 Fit Bishop の 有名 な jade の 研究 より 披 茶 し た も の で ある 。 

{HET 3 ICSD, HAS ERS FS O7cTHAREAE IC Bin THEMIS 2, 


~~ 


本 研究 に 要 し た 爾 用 の 一 部 は 日 本 學術 振興 會 策 2 小 委 員 倉 より 悪 津 委 員 に 支給 され 
KELOL—-BCHS, HCAS RVMBARCHL RHORLEF 5, 


AAEBROCBA 


mes 大 Re K — 


: =| R 
I 緒 = 4 ARO RGAE PF OU 
Tl SRO KBP ER 5 SAO iy 
Ill ASR EROS IV BRC kes oy 
1 A BRO RRS POM 1 ASHE DE Xonotlite 
2 ja tr 2 BHA 
3 BRAC LR Vv’ 3. ® 
I #@ 言 


去る 6 Ac Be LA LD RETRO Hes & RAE 5 7c, ANT 
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HIEUET: SBR AF BAPE BEC, POIRIER WT IC ETO 
Se (KFT SEEDS EAE SS CAE B WL KZ BPE 4 WAL HRA E llth 
の る も の で あつ た 。 従 來 葛根 は 本 邦 に 産出 し な か つた 磯 物 で ある が , ZB 

LO ETS 7 EES OO IC AIT HDT 興味 ある も の で あ 
ぁ 。 依 つて 前 津 先生 は 直ちに 河野 競 士 を し て 本 春物 の 産出 誠 態 を 調査 せ し 
め ら れ な た 。 河野 斉 士 は 前 後 約 10 日 間 に 貢 つて 本 確 物 の 産出 基 態 を 詳細 に 
Agee LC, ACME BECS IC 階 件 譜 春物 を 多種 財 多量 に 控 集 せら れれ た 。 

266 (TE SE ZED PUPAE O HF IC ULE O FAT PIER SE TOO 8B 
る が , TO FA WO CREME — Tic TT CMHC So Beh 
(CASTE IC EEO THERA AMES 7, % ALF E ta OF IC VEE & Wa D 又 貴 重 な 支 
HEIGL VEEL F SO 7c iE E ZEIT LCi CUR CHI O RE 
KT BZRKPCH Bo WithAeE HA C, BEAR AR BAL 7c AAO ICH 
PRED & AVERSA ze b, ULMER BEM PERE IC BEV Cl & eR 
下さ つて , RRR SNAP SALICHLCRBL eV. INTERN 
研究 に 開 し て , AR DIC ATLA FS OPE WELCH) 博士 に 詩 し て 厚く 御 容 中 上 
IF, : 

Il BZOABMARORL 

Bauer!) (ck £95 (WRG jadcite) DOLBNIM & HRIEBEBGS 
% 始め て 行 つ た の は Des Cloizeaux (188144) CHS, その 人 後 Krenner?) 
(1899 年 ) は Burma 産 の 相 営 大 き な 結 唱 の 避 開 面 を 用 ゐ て 極め て 詳細 な 
研究 を 行 つ た 。 こ の 結果 に 依る と 光 軸 面 は 将棋 面 に 下行 で , 鋭 等 分 線 (Z) は 
wiih £ 33°34'(Na 光 ) &eL, (hOB & ERIC HERG B OSTA 
CHB, eh HIV RACE BL, HAPTARIE B=1.654, 光 軸 角 は 2V—= 
71°56’ で ある 。 

其 後 の 研究 で 主要 な も の に Doht 及び Hlawatseh3(1913 年 ) wee ic 


1) Bauer, M.: Doelter, Handbuch der Mineralchemie, II, I. 682~684, 1914. 
2). Krenner, J.: Zeit. Krist. 381, 502~503, 1899. 
3) Doht, R. and Hlawatsch, C.: Verh. Geol. Reichanst. Wien. 79, 1913. 
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Washington (1922 年 ) の 議 研 究 が あり , 更 に Winchell?) (1923 4F) at yeae 
の 結果 を 引用 し て 遂 光石 — 硬 玉 輝石 間 の 光 衣 的 研究 を 弧 括 し ; 近年 で は 
Merritt3 (1932 46) Ic KS EEO IC X 線 的 研究 が 見 られ る 。 又 Greig 
及び Barth#) (1938 年 ) は Na,O - Al,O3 - 2 SiO, (nephelite, carnegieite) 
—Na,0 - Al,O; - 6 SiO, (albite) 系 の 論文 に と 於 て , AVENE CHS, IL 
EOL HHH TABI HEM TC IL RHITHM~S L5H, 

Ill AREBZOKSHE 

AGRIC) 0 7e BAR IL BOP BPE LOC, EO FEMS 
PES / HET CH S_ 7 OPE AKREIA TES BAC HROT, HABIT FT ILA 
7OALEL TAT ORG & HEIC, 詳細 に 記載 され る で あら う 3。 

色 は 種々 で , ARR EL, PERE ROBE OREO IT AED LODD 
硬度 は 石英 に 依 つ て 僅か に 傷 け られ る が , IELAICI 傷 け られ な いか ら , 6 
FET CHS, 微小 な 結 品 の 集合 農 で 結 唱 形 は 認め ぁ れ な い ぃ い 。 

1 BEBZORRATORR この 終 色 の 部 分 より 薄 片 を 作成 し て 題 徴 鏡 
FICHE T SEM GEBGHAC, HNO K Sd 0.5 多 前 後 の も の が 最も 多く , 時 
ICIFERM$OMLHS, HEELTCHAUHMORES TC Mik ld HH OSNE 

。 SSRAASSEL ¢ RRREL, BR ATRIC PB 2.) 87° に 交叉 する (110) BPA 
角 も 見 られ る 。 少 光 角 c 人 Z ik# 33° で , HEBEL KHTEIE TH 3 HS 
ICT OBR = 2 ICG SAGAS FA 7. 

2 RR AED PSPEL CER L7eBSACO Ht (110) BEY 2D Bir 

る も の に 就 い て , HEBIRIC RO CRT) を 測定 し て 淡 の 結果 を 得 7 


1) Washington, H.S.: Proc. U.S. Nat. Mus. 60, 14, 1922. 
Jour. Wash. Acad. Sci. 12, 387~391, 1922. 
2) Winchell, A. N.: Am. Jour. Sci. 6, 504~520, 1923. 
3) Merritt, P.L.: Am. Min. 17. 497~508, 1932. 
4) Greig, J. W. and Barth, Tom. F. W.: Am. Jour. Sci. 85-A, 93~112, 


5) (APPA FMC Na WICHFSL9OTHS, 
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a'= 1.659, y'= 1.671 
BIC L OSE TLE RDS SRI EEA CERMAE WL, 
a= 1658, fp=1.663, y=1673, y—a=0.015 

を 得 た 。 

FAC PEE ZED ABE B ML 7e KBE ABA OUT BA GET ICIS (GRC 
ll) 73+, BPE bik ORLA EEC, (110) SBA ICH 
SIRpAaL LT 

a’ = 1.659, y'= 1.669 
を 得 た 。 こ と の 結果 を 上 逃 の 本 邦 産 募 銀 と 比較 する と , a ka ELL, YY’ 
(CELE 3 位 で 僅か た に 2 の 差異 が 認め られ る の み で ある か ら , WIRE 
極め て 良く 一 致し て な る ろ も の と 云 へ る 。 

AED BBE F ORE EL i Bb ATE DIE HAD IC EG CH 3 

8 屈折 率 の 比較 KIC HIRO PIC HEE IC BL FS BAe IS 
EME L CHSRICA Le, BISIRA EMRE Na A1Si,0, 95.7% の 硬 


Eo = 表 

Mineral [NaAlSigOd| a | 8 | y | y~a 
Jadeite 95.7% | 1.655} 1.659} 1.667 | 0.012 | Washington 
Jadiete 89.8 sel RS STORAGE 
Jadeite diopside} 47.0 1.666 | 1.674 | 1.688 | 0.022} Washington 
Jadeite diopside} 28.5 |1.665| ... | 1.693)0.028] Washington 
Jadeite acmite 32.5 1.735| ... |1.775 |0.040| Doht and Hlawatsch 
Jadeite weg 1.650} ... | 1.664 | 0.014 | Merritt 
Jadeite Bee 1.650 | 1.657 | 1.668 | 0.018} Greig and Tom. Barth 
Jadeite aoe 1.658 | 1.663 | 1.673 | 0.015 | Ohmori 


“ERG LI TAS a= 1.655, B= 1.659, y= 1.667 で ある が , ZIC BAK 
分 が 添加 する に つれ て , PTAA OE vw RRAIT ER SEAM ASD 0 , 
Na AISi, Og 47.0% の も の に 於 て は 'a= 1.666, B= 1.674, y= 1.688 と 
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Winchell’ (22H EMM 2 (LR L OWMRICHLY CHE TH % 
が , COPD BRA —— REG KOMBE NOT, CORMRBMSIL 
PAKS RMD BL, 大路 

Jadeite :~ Na@AISi,Oj--:...4.5..4..08. 83 wt % 
Diopside CaMgSi,Og-e.:+-++seesereeeeees 17 wt 
EID” 

4 BEBRORMRTORR Likokic tc oMMIC He 時 する 部 分 が 
DS. ZILBDPGEBS-LMEMO LOL) LBMICSZv, MBALBAO 
TB IC PRES AGAR OS — SLAB IC EEL CHES, LPbromAitatasy 
D BERR, SICH & UNC BA E LC, HARRI BET IT ST LDS HAH 
い 。 

COA ERO MT & OST CH (PB) TOL, EMEC EE 
MBER CH 2, LRH eH Cie L7e MBI 

a'= 1.659, y' = 1.670 
CERO a’= 1659 RE y' = 1671 と 良く 一 致し て ゐる 。 

KOCH ORE RAILREORERA ee 様 で ある か ら , 
REM D BILATEHLO & DICH TILA BMA PEL IC ん さ ど 影 響 を 興 へ な 
VENCHSLRSLAL LMHS, 

5 BZoBRwy c~Ona ge hic wih 0.1 HPA ROKEOF AMAL 
MAB DS % (FB). MAHA CRAB ETT NUP AIT 
近い 。 複 屈折 は 石英 と 同じ 位 で あぁ つ て , HICMALATSLOLGHS, UX 
ZLARO PASE A OD HMMOM & wi7e LU CHAET STERLOS, CF 

の 場合 の 緒 唱 の 大 さ は 約 0.6 KET, 透明 で は ある が 時 に 更に 内 部 に 不 規 則 


1) Winchell, A.N.: of. cit. 

2) WSPBLCRSL, REMAP KBRATFESASCLCHY CLEAR 
論 が ある 由 で ある 。 こ と ょ に は Winchell OMCHv CHMARHFERBGSTLICT 
る 。 こ と の 議論 に 就 い て は 河野 召 土 の 論 交 を 参照 され た い 。 
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な 外形 を 有する 無色 の 包 裏 物 を 含有 する 。 又 無 泡 を 有する 液 徐 包 喪 物 の _ 
存在 する と と も あり , 時 に と の 気泡 の プラッ ン 運動 を する の が 見 られ 
3) 光 目 性 は 二 軸 性 正 で , (010) & Midi SYA CME L Ze AIL” 
=1.536 CHS, USFORPEA LAIR & Idi 307) 

STIG 1 (CARL 7CREIC EERO MERIC D B IY CINE & RK BB 


第 五 : 


1 HBR SHEA 2 RAB SREMA 
(J) と 曹長 石 (A) と の 開 係 を (J) EBANA (T) COR 
示す 。 を 示す 。 

DHS TEMS, COAMO MAMAS ¢ BEE BUA O ites ih BIC IMB D> 


ら 侵入 し た も の で は な か ら う か と 思 は れる 。 
CGA ICL T OW RA MEIIS ED BALTIC. HEL ASAI % BABE 


1) CORMBOF FO YRDETSMRARBMPKBARMHEHSLCACHS 
(iE, 待 場 及び 竹 肉 , AAT 20, 109, 昭 13), MBL AAT SA wiz 
石英 の 他 に , BE, BA, 方 解 石 , BAH, RRA, BE, MRA, 長石 及び 基 他 二 
三 の 遼 物 に も 認め られ る (Sorby, H,C,: Jour. Geol. Soc. London. 14, 453~500, 
1858.) 

2) APMC ROCHA (PM) Pr bMzBRLBARKSISHOK, 
c NICE ( MBH L EWS, 
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に 認め られ る 様 に , SH 0.3~0.5 HE (EK 1 FE), HEM 0.05~0. LEO HE 
FEMKOWBUMAAETES So WUT CUS MEENA CHE AYR LE we SC, BUD 
Hee BL, IIE IL 15° CHS, HRC PAPI IC RA MY 124° に 交 は 
る (110) BimisoBHSNS7L LHS, 

FR PTAR IS BMH kb Ws L 

a'= 1.600, y= 1.624 
を 得 た 。 此 等 の 議 性 質 よ り 本 確 物 は 透 角 関 石 と 思 は れる 。 

LEAKE CHMKIC BE LI LOLDS. TOM x OBAPG ass 
第 石彫 (CAST ERIC PREPS BIG dB IK LL OCHS, 

DEORE MET 3 &, AGO REA ILE RAD ARMY SH L, 
SEOBEMAILBANEE BATS. FUCHMEHICIL ER OWE IAS, 
叉 後者 中 に は 前 者 の 包 裏 物 が 認め られ な い 。 之 は 極め て 興味 ある と と で あ 
De 

Babee Meee ye 
PEMBICILG ( DUAN BEA DHE EO TH S, TREO 
Eek nS Rg 
る こと は , DCLELRPMORMERACIRELATZ 原因 と に こと の 陽 起 石 
が 闘 係 ある の で は な か ら SDE BIEN SOY 

IV BR Ches sD 
DAA IC BEET 2 MEICHE * BSA, この 中 Xonotlite? Rupa 
(CH THAS, MOTI HY TILA FMVIZEH CH 2, 
CA AVIRMIIC I & AL, 


1) 7 RIEA: © Pre S tr S BAB ME BGAAIK [XC ORR DRL birtev, Rts 
OMB ARE ABO ZSIKICAY CHEtORHS, と の 場合 に 後者 の 結 品 は 前 
、 AFC HERE L CHPICKE 

2) APR OAR Gis ¥ Rt Atv, Dana’s textbook of mineralogy (第 4 
WR p. 641, 1932) で は 沸 石 族 の Introductory subdiaision KAR bHCHS, AED 
は 最初 の 産地 で ある Mexico, -Tetela-de Xonotla Oth HICAA CHPBInrkeoO 


1GS BZ Wie eipa is IE (eerste ela 


? 
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HEE RORIMEA RSC, FEAR ATIC AR CHAWLL CHES, Hah IL iw 
BEV, COLO * OK SL AGINO BO LOS, 3PHICHE 
TAZRDECHS, BOG CHART 2 CIOL AL, EBA Z 
LHP MUD MICHT CHS, TSE CieEIE Cc, BbAisi & (010) と 
FS & Hired k (100) (C-AAF CH % oO} HEPEMNO Han IC AT Z Dy MBAR & 5 
ia LIC, RZEROBICERAOR* ig 2 2 に 示し た 。 


第 六 


007 


1 2 
1 Xonotlie の (010) < 2 #ERAH (010) KB S 
RO SHB TROD JER MPEMOD ALE RT) 
位 を 示す 。 
APPAR US (CRIT FN 7a CTC ARO CUMS L 7c ATARI 
a= 1.582, y= 1.592, y—a=90.010 
で , T OPAILEER AD ANAL OY MIC HK, 


1) RRERKROMPRERKKOCHAARAL TS, 
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EOE PE ae tee られ た xonotlitel) と see る と , 弾性 軸 の 方 
PLAT KROES VEIL ZS ( Ee 4, Mise 


a B y ya 

TO Res OO 0.011 (Shannon) 
MS SO eo eNO 0.012 (Shannon) 
の 村 ERD ee 0.010 (Ohmori) 
Se PRES ieee 1.593 «+--+» 0.010 (Larsen) 

SO os aceres TS Raven (505m 05012) ( ——-2)) 


で 極め て 良き 一 致 を 示す 。 ROTA wIE xonotlite)? で あぁ あらう と 思 は れ 
る 。 MATEO REE £ ERA LR TA LKOHMCS 3, 
(結晶 系 ) ( 化 亭 成 分 ) (比重 ) = (BBE) ( 色 ) (S638 RE) 


‘ 4 
Xonotlite A HA(?) 5CaSiIO,-H,O 2.7 6s Te es = RMDETE 


EKA HPS CaSiO, 2842.9 4505 WE 2* = eth 


AME lt Mexico, California, Scotland JLAbe r ppIcHAANe TEL 
が ある だ け で , EO CHEECH SD, AFICRCR COR MEBRET 
る も の で あら I, 

Doelter®) に 依 れ ば こと の xonotlite は 魚 服 石 (apophyllite) と 共に 球 次 石 
MMR Me& CHF S7EWSS, 

2 陽 起 石 SL 
Kihih Ds & BEKO / AER HS, IS ARN IC IS BE CHARI LB 
め ら れ な い 。 

薄 片 を 題 徴 鏡 下 に 観察 する と , 無色 透明 で 衝 消 光 を 時 し , 消 光 角 は 約 14° 
で ある 。 光 朱 性 は 二 軸 性 負 で , (110) 労 開 片 で 測定 し た 屈折 牽 は 


1) Shannon, E.V.: Am. Min, 10, 12~13, 1925. 
Larsen, E.S.: Am. Jour. Sci. 48, 464~465, 1917. 
2) Dana’s textbook of mineralogy 4th ed. 641, 1932. た あり 人 名 明か な ら ず 。 
3) ABRICHV TAA X 線 分 析 を 行 ふ こと た する (ii), 
4) HE LTEMOMMKEH<.. 
5) Doelter, C.: Handbuch der Mineralchemie. IT, I. 454, 1914. 
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a’'= 1.630, y'= 1.646 
で ある 

ime の 他 に 種々 の 共生 確 物 が あ る が , 目下 研究 中 に 属す る の で 改め て 御 

MET STLIC TS, 
ve oe 

OPENS PG SLED NEES FE BGA OS 1c SEALE DEAE & PSE L Zeit 

REBT S EKODETH S, 
DBA CHE LAG LO TMS SAN b AEOMEREATHSS, 
FERAL PETE (LT CAME (GHA, AWADE BL, 清光 角 は 約 33", SERBEEIS Sih 
FEIECH 6, LAR O = TABIL 
A=1.658,) ~. B= 1.663" = C8 
y—a=0.015 
CHS, 

2 COBB wAEAO WBE 5 AL 7c IPE AGA & IR Le LTO, B 
く 同様 の も の で ある と と が 分 つた 。 

3 COREBRERALEANAD, ZA BREM ALE RAOM EY 
Hine BATS. 

4 SLA eyo ic xonotlite 及び 陽 起 石 が ある 。 こ と の xonotlite (ify 
眼 的 に は 白色 を 呈し 球 放 石 と 類似 し て ゐる が , HELPER IIL BL, 
elongation は 正 , 光 皿 性 は 二 還 性 正 で , ATARI 

= y= 592, y —a=0.010 
a ああ 


ーー ンー ンー ンー 


RAVI LE RAO-—MIC ARBRE HE 2hDRASK Vw A CHRB xn 
KE%OS—RCHS, KICMS RU MEA ICM LIRHOBERT SD 
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Abe FS WE TIL ILS EO HE HRA (1) 
mmpgi4: JE vt BK Bp 


- 2 

昭和 11 4E 8 DAME, JE HES REME IL IB LO, 特殊 の 高 品位 金 確 を 産 
し , 開 係 者 一 同 の 注意 を 惹 け り 。 筆 者 は 今春 前 野 朋 成 氏 の 好意 に ょ り , その 
標本 の 一 二 を 得 , Ze BOGE ICBRL. ft CAL OMAR Y Hie 2 
(C, Fy BB a EASE PE IC, PIRI IC Ik BES £4 IC CHER ICHAT IE 
も , FAICLOTHS ICH, FAB OBMEOBEBL, Bic ae 
HEMET SF STS, PSNR ICR EBL, テル ル 化 銅 奏 の 一 種 
rickardite Ick ¢ HiL, Los} Be (LS he EP BET SIF ROTEL EET 
る を 知り . 今 夏 同 山 に 出張 し て , COREA cMmBse OY, 

不幸 に し て , tT OPPO PEGA ES SIC S, DRL ES ae OR CPR 
t ZIEKO— IES, HERAMOWN eA SICILEN SENT, それ ら 
DVEFENC FIED Te DAR SHELF, FRC OA ICH Tk, A7E 
RID b TILEY, MOTHS ZEREAL, BHNICAIRS SET, 
SAS CICA Le SHRE TN ICREL TT, FROMAICHEB LT, 

MK の 概要 

位置 及 交 朋 伊達 奏 山 は 北海 道 麻 振 國 有 珠 郡 伊達 町 字 押 門 別 の 東方 山中 
に 営 り , 気 門別 用 の 上 流 に 位 し , 事務 所 を 同 部 落 の 東方 約 FIC AET SHO 
澤 と の 合流 昧 東側 に 設 く 。 その 位置 伊達 町 の 東北 に 堂 り , 58 BY ARERR 
より 闘 内 (Sekinai) &#¢, MPH (Kimonbetu) に 至る 約 10 粧 の 問 は 現に 
KV AWEEBC, 多少 道路 を 改修 すれ ば , 之 を 事務 所 前 に 通 ザ べし 。 現 在 
探 掘 中 の 部 分 は , ALE UV MELA EROW HICH), こと この間 容 易 に 車 馬 及 
Ute LIT NL. 

地形 及 地 質 HIB O RE ~ 2 FRITH, その うち 西部 は 丘 
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PEEORWIC LT, や 開 潤 な る 気 門別 川 の 段丘 谷 に 買 ぬ か る れ ど る も , 東部 
は 海 5~600 米 の 山地 と な り , 気 門別 川 の 上 流 及 びそ の 支流 鐵 の 澤 , 黄金 
澤 等 の 喘 谷 に 深く BEPC AL, WEDELL ER ITC TEER ¢ « 

WEEE AS & L CHERYL t OMB ED LD (SBI), 
NEVE Z O—HBIC WEBI KIM CSSULEL ARE Bets DE また 一 部 分 は 有珠 火山 外 輸 
We HERTS LOCK ( MUT SABE AN ICR 5S 

火山 岩 中 最 下位 に 位 す る は , BER OME E FH AICRE ST 2 BS 
安山岩 に し て , 黄金 澤 及 び 鐵 の 澤 に 廣 く 直 肌 する 石英 粗 面 岩 質 北 放 岩 及び 
FSSC LCBO, 黄金 澤 中 流 部 及び 25 RSEPIIC & ¢ RMS SRBC 
質 石英 粗 面 岩 は , 話 岩 流 と し て と れ ら の 民放 岩 中 に 爽 ま れる も の と 認め ら 


第 = 園 


100 200 
—— 4m 


2 HE WW th Ee EI 
a MALI bRKARUAMRERKA ¢ HRA ARLE 
d ARK eRARM HS e 安山岩 fF PAs 


So BBMeCAMSTE DP PH, 山 R—aPICSRHT 2 AR 
は , 以上 を 破り て 最後 に 噴出 そる も ゃ の と 認 む さく , BIC S HAA ICHET 
ONG BHT GO veh eS ICAL, MEGS LOMKAGO BELA 
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L, PHRAPBEA A IZ TILE YL, CORMSIMPAAEAIREALAL, 陶 
TET SRRAOC GRE EAD ICL, 25 RSH AICHE RT LO 6 
如き その 著 例 な り 。 HURT HOME RIL, 恐らく と の 岩石 に 件 は れ , 前 記 
HATO BE KL, 或 は TALE Ava ¢ BEAR IC IO. CT MAL 7e 
ゃ の に し て , COPE LIBBOKMTEP 4D LGD 5 4, 

以上 の 開 係 は 第 入園 に 於 て 模式 的 に 表 は さる 。 

BARODA PC HEISE OPERA, FS CH FO AEE MA 
SM PACED , BROIL MOOK RRO NES, 事務 所 の 
RAG 1 AICHE AH, WE, BESO PATER COERSBLOLT, 
TALE OPER ICIS, AESTIBRO Wn , RSL ¢ HARM S Bia, =e 


- mt 8 


ER LL Hb Ee ke Tel PSN 
aMprue bEKARUAMRKA c 流 紋 岩 質 石 英 粗 面 岩 
d BREARARMMA e 安山岩 質 新 火山 岩 訂 


LL CHIRSAUE, TENE, 黄 鐵 確 の 集合 を 散在 し , RUE RICHI 4 LOS 
D , pe 23 HVE IC HS Clk ZICH ERO BAe FERNY, ZICRLTK 
HSRC, 同 15 KDHE O bn Ik, POM S Beer ae LT ae IC 
Sy BO RGSTE OF ASHES HEYE L. ABUL @ ae Gi BRR & FKL, 大 曲 26 
pepe eye kL L CHB L IRL LYK 

HE 21 HEWES BIC FAVS LMA RICL, (ES RAOBME ICO, 
+AHIIE LC EL 7e SHRIKIC LC, EEL CAR, 黄 鐵 確 の 外 ; その 一 部 に 
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は 多量 の 淡 黄 色 テ ル ae GRAM, wric ARES EO, 極め て 
HEA MOIES HET, WSR E7e FORME Bd 5 So 本 報 六 に 記載 
25 SNSMMILEE COMMA LVETSLOICT, COBMO 
詳細 は 後に pe 9 ~<Ue 

以上 の 外 , 事務 所 の 西方 1 FRO BMG lla cit, 1 eS, WN SOE 
の 石英 脈 あ り , 厚 さ 往 タユ 1 米 に 達し , FROMM BPO BEM TPZ. 
ひ , 等 て 鉛 礁 と し て 控 掘 せら れ た れ ど る ゃ も, 現在 之 を 中 止 せ り 。 

本 鐘 山 中 最も 古く てく よう り 稼 行 て られ た る な こと の 最後 の 一 其 た に た じ て , BA Sic Wis 25 

へ 26 PHORM Ds Vi 42 へ ~43 年 頃 一 時 探 破 せら れ , 昭和 5~6 年 以後 吾 び 現 

PRM IC kV BSE HL DWBA 11 年 第 21 SRP OR AWK, ee 金澤 方 

面 に 移し , 管 て 無 門 別 部 落 の 東端 に 在り し 事務 所 を も 現 位置 た 移す に 至れ り 。 

テル ル 金 奏 の 性 質 

AAR HO SER ACHP AE IC ALA HABIRE Ae 成 し て 産 し , そ の 
HELL ( HEED GAA ICHAT, Fes CORICS SICKREN SD 
て は , PRERUE £ DP NHRD a BLE, 多少 光 澤 を 異 に すれ どる も, AMEMIC 
は その 識別 容易 な ら ず 。 但 し 展 々 後に 記さ る RM AD, BIA RSE 
の 微粒 と 複雑 に 共生 する を 以 て , HEAGI FP ICID IE BEAL 

然 れ どる ゃ も , ZC WEEE ICHAT 3 ICld, 炊 に 記さ る 試薬 の 反 應 , Bele KIA 
に ょ よる 試料 を 必要 と す 。 

RAAT SRE AME SORA BI & FAIR IC SALE, 本 
HEYDIL AD CART CD NARICHT. LEAP ZORA EY 
WAMLE b, 内 部 は 鉛 白 色 を 時 す 。 

CORNERS CO ES ICA AR ICAAT AIL, FL A BOF REO BY 
WAL, BIC < SRL, 

また 上 記 の 融 球 を , PAH IC CAT IUE, COMAICO ALS EKO 
HEM CEL, POMIZKAGMKET, TALES FA OBEEMMIC T, HhIc 


1) 純粋 な る AuTey (BABA 470°C に 過ぎ ず , (Pellini, Quercigh に ょ る ) 
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BEBE, WS, Tv FS = -, 水銀 等 の 存在 を 示す べき 何等 の 昇華 物 を 生 ぜ ず ; 
AVS ICA Bb ADE D 
RRICHS SRE AMMIAZ ICHMT FIN, 速 に その 光 澤 を 失 
ひ , PSNMEVIIC RA 5 ICES SENT, と の 方 法 に て 容易 に 黄 鐵 確 と 証 別 せら 
So ERALZ EAR HICHD IIE, HEA IC ipl CEE BL, 肉眼 的 に 錦 
At Bee LCL, Ze HAGIIC CANE OM LO KSEMS, TOR 
液 に 臣 酸 , ア ム モ = ヤヤ 等 を 加 ふ る る , 銀 , GI, 鐵 等 の 存在 を RT RIEL. 

AL E 7c ARM e ROR ICR OILIE, AMOR Ld, Fr rH Ao 
紫 赤 色 の 液 を 出し , MA SAIL EYAL OBERKES.. また 試料 を 王 
水 に 浸 せ ば , AWE Ze ¢ VAIS, 臣 化 金 溶液 に 普通 に 見 らち る BSE ORE 
4A, Leh c OBSEERIc LAAMXEEF, 

すさ べ てこ とれ 等 の 反 應 は , AEE YL ¢ MBE SR, その 表面 に 析出 し 來 る 
本 足 物 の 融 球 を 分 離し て 試験 すれ ば , — SF RIC FB Be 

題 微 鏡 下 の 族 質 Ae LL CHS PICMATHR, AR 物 は 不 
PENA ICC, RUB & BE LIER BS To 

+ Fo Wi Ee REE PICMPR TALE, ATE lh PRA IC LTE C 
BEDI, 鐵 針 を 以 て 容易 に 傷つく を 以 て , 之 に 件 つて 一 層 硬 く ; 粗雑 な る 研 
魔 面 を 有する 黄 鐵 確 と は 容易 に 陳 別 せら る 。 之 を 直交 = コル の 下 に 准 察 す 
れ ば , 非 等 方 性 明か に し て , KRIS BREE BL, 結 醒 粒 の 境界 を 明か に 
すれ どる, 纏 短 双 卓 或 は 格子 短 双 卓 を 示す こと な く , ま た 一 方 の = コル の み 
に て は , 反射 て に よる 多 色 性 を 示す こと こと な し 。 

と れ に 2 人 憶 の 稀 秦 酸 を 滴下 すれ ば , 10 PIC L CHEIC ABEL, 20 秒 に て 光 
沸 し 始め , 水洗 後 な ほ 粗 雑 な る 面 を 示し , 稚 光線 に て 金色 を 果す 。 乏 を 拭 へ 
Ah OREO MEIC EY CRRERTOAICT, それ に ょ より て る も 何等 双 
OTE RST, 7B MME BAT TCLEL, 2 億 の 臣 酸 , 20% の 
KCN 水溶 液 , 同 Hg Cl, 水溶液 に て 匂 化 な きも , KOH の 飽和 水溶 液 に て 
BM D> IC HBL, 水洗 拭 摩 す れ ば 一 悦 明 か と な り , 20% の FeCl; 水溶 液 に て 
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も 略 攻 同一 の 反 應 を 示す 。 

すべ て とれ ら の 性 質 は , Borchert | Schneiderh6hn, Ramdohr ff 
氏 2, Farnham 氏 3 oi ar ZF VLSI OE calaverite 及び 
krennerite の 性 質 に よく 一 致す 。 

MMOLE 先 に 記せ る 湿式 落 に 東 式 譜 試 験 の 結果 , AMS BOR 
と テル ル と を 含み , 銀 に 逐 し く , 銅 , 鉛 , 水銀 , 硫黄 , Ws, Tr Fea SE 
含ま ざる を 知る 。 従 つて , その 主 成 分 は 金 の テル 化物 と 認 む べし 。 

然るに 従来 の 六 献 に よれ ば 金 の テル ルル 化物 じ に は calaverite, krennerite, 
sylvanite の 三種 あり , 何れ も 多少 の 銀 を 含む 。 そ の うち sylvanite (£5 
Ck) BRAKICBT Se MoM, (010) CPI BDV, A774 
SCFAR BCL ETT MRO Buh & BLL, BAGS FE IC IES PEGE ( , 一 方 の = 
ALVOAK PDT, HR) BiwBA OR S GE BO Ba, E 7c HAM 
IC CHEAT AUIS, SB ¢ (LSPS ADICTS, HOMBRIC HA, Ge 25% 
AVHICHL, 銀 11% 肉 外 に 達する も の 多く , AuAgTe, HS (EBs & 
ABA \#6H 09, SicHtLT calaverite Flic SLC, 組成 AuTe。 
に 近 き 上 , BMRIC CHAIRS, 反射 多 色 性 を 有 せ ず , CHE OMICT 
sylvanite 及び krennerite & fe Hijet 5 4, {AL Penfield, Ford pA”, 
we iCPE4E Goldschmidt, Palache, Peacock = It’) の 詳細 な る 研究 に ょ れ 
if, CALETCMPARICBLT, sylvanite CMM CHEZ HAL BL, Wass 


1) H. Borchert, Neues Jahrb. f. Min. etc. B. B. 61, A, 1930, 101~138; B.B 
69, A, 1935, 460~477. 

2) H.Schneiderhéhn, P. Ramdobr, Lehrb. d. Erzmikroskopie, Bd. LE 193 
324~326, 

3) C.M, Farnham, Determ. Opaque Minerals, 1931, 42. 

4) A.Schrauf, Zeits. f. Kryst. 2, 1878, 211. 

5) H. Borchert, op. ct.; 渡邊 高 次 郎 本 誌 10, 260, 昭和 8 年 ; H. Schmeiderhéhn, 
P. Ramdohr, op. cit. 

6) F. Slavik, Doelters Handb. d. Mineralchemie. IV. 1, 1926, 875~877. 

7) S.L. Penfield, W. E. Ford, Am. Jour. Sci., 12, 1901, 225~246, 

8) V.Goldschmidt, Ch. Palache, M. Peacock, Neues Jahrb. f. Min. etc. B.B. 
68, A, 1932, 1~58. 
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c (Au, Bete, SAA RICELA LOL 銀 に 富む も の と の 相 
達 に 過ぎ ざる が 如 し 。 

TAL ICEL krennerite は 早く より 符 方 卓 系 の も の と し て 知ら れ リ , 
di り , その 組成 また AuTe。 に 近 き も , 多少 の 銀 を 含み て 
(Au, Ag)Te。 と 認 む べき も の あり 2, krennerite 及び sylvanite cH 
る 開 係 な ほ 不 明 な り し が が , 近 年 Borhert3 の 研究 に よれ ば , calaverite は 
184°C FiEBSML LU CMAIREML, TAMEICTHE ES BAT RO 
OPEIS, 湾 度 の 低下 に より て BRICKED, COBRA MT KEE Ic BIE 
Tt, CALE x BASE Fiche Z sy lamellar calaverite に 外 な ら ず , kren- 
nerite は 始め より 184°C Fic THEE SYOICT, HAE B calaverite ic 
WEF. 

ASHE UE FL 7 MRL IG AL EE IT OREO SETS He BEL RE i IZ 2 WA ICE 
F AOR IC HO Hey & FEEL Cee IC FEL, 之 を 分 離し て 定量 分 析 に 供し 
難く , © ORES & FCO TEIC LHES SERED HTORR, PRA EAS 
LFMUNDHEY 成り , 銀 に 逐 し きこ と と 明か な る の みな ら ず , 反射 題 徴 鏡 下 
(CB EECA ESS, ZAC CHAT Sb PARE BUT CLIK , 何れ 
mek DLA sylvanite と 認 む る ろ 能 は ず , また 高 湿 に 生 ぜ る calaverite 
に 通常 見 らち る ぃ 課 片 区 共 生 構造 を 認め ざる を 以 て , Borchert Moweic tear 
ば 184°C 以下 に て 生 ぜ る AuTe, Blt krennerite と 認 む る を 安堂 と す 
べく , CT OMIT RET ILS ERIE S ( OPER TD, 精確 な る 定量 分 析 と , X 線 
的 研究 を 経 ざ れ ば 最後 の 決定 困難 な る ベ べし 。 (未完 ) 


DT Re CS 18/7, 614 A 
2) F.Slavik, Doelters Handb. d. Mineralchemie, IV. J, 1926, 878~879. 
3) H. Borchert, op. cit, 
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Fe RA HR BC 


AwWeEVYOAOKBKRD 
mest 2 OH AL. 


ibe) UPS HERR ILA PBR IC CY =e RS, 種々 を の 物理 性 , Ai 
mI PER OU se & FT IRAL, Y= TLV Size. GIS OULD MT 
DDE WFICRET Z, 

1. 定性 試験 

細 粉 と する 試料 の 少量 を 閉 管 に て ART ICE EL, リト マミ 試験 
紙 に て 明か に 酸性 を 示す 蒸 午 の 生 を 認 む 。 管 壁 の 散 結 液 を 邊 金 線 に た とり 
て 診 酸 銀 深 液 に よる 忠 素 反 應 を 見 る に 白 汐 を 認め , また アリ ザ リ シ スネ ルプ 
ay MRE IC XL SIPS WG ME & AA S CWA DICAET: SERB, IE 
ANGE SPR FERS AR & UE Fe % GARPEDR & PIE BER IC CBI L C7 BU 
ー ド を 水 に 溶 し た る 液 に て は , 忠 素 の 反 應 は 認め 得る も , TPS ME ILE 
明 な ら ず 。 

2. 定量 分 析 の 方 法 

(2) 試料 Rear k 0 NMEL Ze SATE F< RES, BK IC CRUEL 
Se ae % > & 2854! 1c Bore Le 

充分 乾燥 し , BEIT BEES OD FLEKIC CT AMD & Te 

(2) fe BR ABE MILIES, echt を 以 て 通 
常 の 如き 110°C Bee AT AUF, 50°C cM BRM ICE AcL 
LE), COMBA, 気温 に より 一 定 な ら ざ る さき る も , 路 0.2~0. oo 
TOs 

(8) 水 分 (H20) 50°C ic CHB HERR ZA 1~0.5gr を 取り , 酸化 
1) HASH, Tes ee, su OCR ESS 32 4, 131~141 AGE 14 年 。 
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E15 er を 融 別 と し , ペン フラ イー ルド 閉 管 を 
用 ゐ て 測定 す 。 酸 化 鉛 , YoY AF VARIAN Db Ok Hp, 
束 た に 念 の た めそ の 含水 量 を 測定 すり 。 

MAES, タン ダス テン 酸 環 較 共 に 一 致 せ る 結果 を 得 た り 。 

(4) 2M, BR, BROFB J I. Hoffmann-E.F. Lundell PE) (CHE, 
TA VEL Te RE FARR ENO THRA EYE LHL, BYE (SiO。, 
Al2O。 を 含む ) LUM (F, Cle At) LIcpo, Wicahoree at 
る た め に , Tr == PML TSAR E IW, BRIE L D IDeykIC Lv BERR 
を 定量 す 。 な ほこ と の 濃 液 (Zn, Al を 含む ) より 定性 了 的 に 明か に チタ = ウム 
ORK woe, WIE Te ESL, ZO—PEL CHAMBRE 2 HL I 
HENS CHRO RITE TS. HhO—4BI IP Beg (PbCIF)2) weic & 
DEED IC CHEEEET, 

(8) アル ミナ , 酸化 石 放 Fr w )BAY te LC RENEE EL 7 RK 
LOFRICE 0 CHBKRICT 24+, BR, マグ ネン ヤ を 定量 す 。 マグ ネン 
は 陰性 な り 。 

(6) B,FR=9R 本 確 物 は アル ミニ = ウム の 含量 多き た め 直 接 に 郊 酸 7 
PRE A CHREIRE AS SEC, LITA DUBE RL, DE RRE 
(CYL CT RIPMRIC TEESE BR . KIC HENEAIZR & URI, 濾液 よ 
VIKIC THE, FP =VAEDMEL, SEMICT A HV RRL CRY aD 
(Beit) 2 (濾液 ) を 分 離す 。 

チタ = ウム は 財 酸 化 水 素 に よる 比 色 に て , PRISE リブ デン 酸 ア ン モ = 
Vikic Loe pee eRe VU ALLTH#ET, 

(7) アル カリ [Tae ARSRRRIC TIME POICERBLI, 

3. 分 析 結 果 SROWML, COIL ICR DR ICM ITT Mie set 
表 の エ に 示さ れ た を 和 敷 値 を 得る 。 そ の I Menke Hic AF BILAICHEL 


1) Hillebrand-Lundell, Applied Inorganic Chemistry, 1929, p. 805. 
2) Ibid, p. 608, 
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た も の で ある 。 こ れ よ ょ より I1II cAHenreMM<, Si の 不足 を Al に て 本 ひび 
枯 を AlK に Kk 含め て で 分子式 を 求め る と 
Aly, Si Oe (OH 
と な り , Pauling が 結 品 構造 より 求 め た 理想 式 な る 
Al,sSisOo9(OH, F),C1 
に ほ き 一 致す る 。 和 重々 題 等 な 相違 は 筆者 の 式 で は OH, FF, C1 を 合 し て 18 
4yF-CH Sn, Pauling 4 Cl14-Fe Awe LOTHSTETHS, tt 


第 SB R = wt 8 
% pe. es ul 
| SiO, 24.35 Si | 11.30%] 4.65 4.65 | 490 
Al,O, 57.13 Al | 30.25 | 12-90 { ie 
TiO, 1.09 Tis) L065 0.15 0.15 } 12.80 
CaO 0.78 Ca | 0.56 | 0.16 = a 
Na,O 0.32 Na | 0.12 | 0.06 = 18 
P.O; 0.35 P. ta 0,06 «| .0:02 ee me 
F 5.32 © | 28.58 | 20.30 = 20.30 
Cl 2.46 OH | 20.70 14.00 14.00 
H,O 10.99 F |) 5.32 | 3.20 3.20  - 18.00 
Cl | 246 | 0.80 0.80 | | 
102.79 
(F, Cl=0) _2 80 1100.00 
99.89 


WORE. Hh neN Nin FOI 
CRO, COMMIT = HEL CHRO. IZA 
= 石 の 特徴 と し て Ti の 含量 が ある と と る も 注意 さる べき で ある 。 
(昭和 14 年 7 月 , UR BIA a Se) 
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5986, 7K RORPERE Praagh, G. V. 

プラ ジル 産 水 卓 の 微粉 を 中 性 の 水 に 投 
ずる 時 は pH は な 直ちに 下り て 約 64 と 
%S_ C OPPPEO PRIA SPEAR EETB IC BRS 
られ し も , BH ACZNKHLAOMER 
BAe B~ Re U, AK ARIS KR (E REED te 
き 水 た に は 著しく 溶解 鹿 小 た し て , 叉 溶解 
の 速 さ も この 酸性 を 生 ぜ し むる 位 た は 大 
REX SOIL TC, REPO Mme 
も 非常 た 小 に た し て ( 約 10-10) 水 卓 の 酸性 
BEE CHEW CHUM LES ct Liste 
Vo MIC COMPILER kStOK 
あら ず し て 水晶 に 吸着 され た る 三 酸 化 炭 
素 に よる も の と 想像 さる 。 水 品 欠 を 300° 
Pie CT fazer ic CML , OMT ear ic 
除き た る 試 将 は 中 性 の 水 の pH Kit BE 
ERAS, MMC kA COKRMO BIS 
7k ih DPPRE RAS LE SIC RV, KX 
Ea(E> b VY we IMS-AILIK th Hk HK 
の 酸性 の 増加 する こと も, この 酸性 が 二 
BL PRMiCkLARERTIL ORY, 
(Nature, 145, 1068, 1939) (#33) 
5987, RARKRG 6 F fH I. 
Barth, F. W. 

Bowen, Schairer ©2§ #§ WF ZEIC KA 
ば An-Ab-Or 系 に 於 て An-Ab 附近 の 
melt か ら は 終 長 石 Or- 附 近 の melt か 
ら は 可 成 り 腐 い 範 園 た 於 て 白 格 石 が 品 出 


Tom. 


L,ERAO MIS 5 RISD CHL, 
| L&mSIC IK 30% © excess silica 
& IMS PRS ARB A IS A TL Be & TE 
RABRARY), ROARS APRAE 
KLRS, KCBMO KMAHORGIC 
つい て 見 る に ,An CBRL Als Or に 
富む アル カリ 長石 に 監 任 し , Ab に 富む 
RMRAILH Ab に 富める ア ん カリ 長石 に 
KE(ES SHEMN VY, 即ち 殖 長 石 が 後期 
に 及ぶ た に つれ Ab に 富む と 同時 た アル を カ 
VRAIS Ab Bt (tORRISAA 
Opler 500r 45Ab 5An) 傾向 の あ 
る 事 明 と な れ り 。 項 に 著者 は Bowen © 
RERAN PICKER AS LEATIC TNH Y 
長石 列 を 加 ふ 可 き 事 を 主張 せり 。 (Norsk 


Geol. Tidsk. 17, 177~190, 1938) 
[ 信 木 催 ] 
5988, BiBAICH SSH Wyart, J. 


FARR Als UICE Clk (5 Sh ah H Te 
% SIC Ca Site KL te SIL DAM OB 
Riri e, PERIBH AKC LY MT 
ISDS VW. CH S MBIA (E 433°, 
500°, 560°, Bit 714°C Le y—eee 
りき 。 故に 著者 は ※X 線 方 法 を 以 て 此 問 題 
を 解決 せん と し , BSA ICC Frascati 
REP tA RARER Ae 800° iehn 
SLL GUBEICIA G 3 BAC © & ME Ic 
LV EOF BCE Ile SICH c-a 
(7BBED ELSLE FEC WY L 625° に て 0 
と な れ り 。 MbERKOML, 
imp 20° 290° 520° 625° 750° 
a- 12.95 13.08 13.18 13.40 13.45 A 
c++ 13.65 13.63 13.55 13.40 13.45A 
BIC 625°C に て 等 軸 品 形 と な る を 知る 。 
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C OMB a FESIK HY NY Te YS 
AAS TE 4 2s Fe CGS Cc quadratic 
symmetry を 有する 事 , a=12.95A c= 
13.65A a:c=1:0.949 tS thas eA 
する 事 は vom Rath, Friedel 等 の 結果 
&k { —3ee2 Y , (Bull.Soc. Min. Franc. 
61, 228~238, 1938) (A AE] 
5989, ZnS-MnS 系 に 於 ける 固 燈 唆 の 
生成 EKr6ger, F. A. 

ZnS と ょ MuS 2 oO} Mie CHS wR 
DUBS LAM) KCL £ OMS ein 
> SHI KLOCHS NS, 1180° ich 
て は MnS の 0~52, mol9% OB das 
sbi, CHME MnS の 多き 場合 に は 
fo MnS が 第 二 の 相 と し て 析出 す 
So EmORIE MnS の 量 少 き と き は 
% O jm BAI BE IC FED TC NE HH TA OU 
I< PAR SS OP SHY, MnS の 含量 多き 
& & (SME SS EO BHILS,. (Z.K. 
100, 543~545, 1939) (#33) 

5990, 結 品 エネ ルギー の 測定 と その 訟 明 
Correns, C. W., Steinborn, W. 

BABE re OR RSL wy ABs 
AO is i ARG EY Ht S BRC ISAS 
OSMERT,. +O BinecwWeLT, 
AILS VY RHA FTES VQ COMPARES 
(Sih FO FR BEIC FEO CREEL, HB ¢ 
結晶 の 表面 力 に 比例 なせ ず し て , 結晶 の 容 
積載 加 草 に 比例 する も の の 如 し L し 。 (Z. 
Krist. 101. 117~133, 1939) [高根 
5991, SATRMMOMR (BAB) 朝 
RPI MD} BMEILY IA 
HARICAEB 

AEE IC EA S 2A yy 7 Gls BYEZ 


BETE FE WARY FH Te RABEL DX we B 
A PALER ICED S % OIL CHARIC 
LCHOPAS b OE 3 HICKEY 
Db) TC, tiIGO MER SL ORS , 
ERIC LC hide ee BL, #9 BABE 
7g SREP Y, HERA IC LY CR 
toy (4° )=6.4~6.6 te 04 (bBo 
結果 は MgO 0.29; CaO 0.00; FeO 7.31; 
MnO 12.19; UO, 0.09; Al,O, 0.17; Th 
ffi +34 0.00; TiQ。 0.30; SiO, 0.00; 
Sn.O, 0.32; Nb, O; 68.06; Tay O,; 10.81; 
—H,O 0.15; +H,O 0.07; 499.76 Ic 
し て 分 析 試 料 の 比重 ( ぉ )=4.537 な り 。 
{LEAS Pr KER KW ABE t BIE L Dor F 
を 計算 すれ ば RUO: (Nb, Ta)。OQ。 に し 
て え その 化 看 組成 は RUO[(Nb, Ta) O。]。 
CABS L RAZA Y TH=1:0.997 と 
LCM bh S{(ELBRIK &( —HE DY, 
(1b, 60, 575~578, #2 14) 【 待 場 】 
5992, 加勢 た 依る Mé-prochlorite の 
SAGICRIT Orcel, J., Caillere, S. 
各 産 地 の amesite, sheridanite, leu- 
chtenbergite 等 の Mg-prochlorite に 
WS Bap Pp ic XY ILO [da BE & Hr I< HA 
定 せ する に Kournakow 4 H~L 280° 
及び 410°C 1 Cid EO BER CoS 
れ も 620°~630°C 及び 810°~820°C 
D2 ACES C Pith 7k & HHS Se RH Ie 
Yo AIC MMFABE 7K S BORIC HEE ARES 
IEICE Y 4 OMB & HEX 3 Ic 600°C 
DLP Ciao © ete ¢ 900°C Pip aEic#eS 
TILA BRIX Bhd CT HEC eV XD Hic 
chrysolite Ok Batt SHR EBL, 更に 
1000°~1400°C に 加熱 せる も の に て は 


sa 249 pb 
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chrysolite, spinel, sillimanite &o #2 
BHMlLNRS, Lik Clarke So Heyer — 
REY, THUMBS MeO 及び garnet 
ORF 在 な 立 謀 そら れ ざ りき ら ぁ 。 
Rendu., 207, 788-790, 1938) CREST 
5998, HBIO A BAM I BH 
Volk, G. W. 

= + = fl © a Et & (LEAS BFL, その 
FEA RE RET Y MEO MRK y, 
自 圭 母系 の 端 成分 の 化 亭 成分 を 決定 し , 
NEGO EBA ML OM RE RHR 
Vo (EEK IC HRD TR HERP SAB 
HAO (EBHRIE potassium muscovite 
(Hy, Ky Al, Sig O24), phengite (Hg K, 
(Fe, Mg), Aly Sig Op,) (SFL B3t) 及び 
férric iron muscovite (H, Ks Fe,’” 
Alj5ig O54) 770, phengite た に た かく の 如 
SOL SBR ERAS LI, HIE fi 
IckEL tC H,O KRU FeO it MgO 3s 
B ,SiOg BH SB V, RgO(K,O & 
uw Na,O) の SiO, KAT る 比 ほ 常に 
殆ど 一 定 に し て , 種々 の 研究 者 に 依り 


(Compte 


Gaeaitic oo enhe +5 と 178 と の | 


間 を 細 化 する る ゃ の に は 非 ず し て 1:6 な 
Yo CORO ferric iron muscovite が 
AT SPICE BTA b PB IMT TE 
fAlx phengite の 量 の 増加 に 件 ひで て 減少 
すれ どる も , ferric iron muscovite の 多量 
Htic phengite が 少量 存在 する 時 に は , 
Jet IEA, (Am Min. 24, 255~ 
266, 1939) (ARE 

5994, # Greenland, Kangerdlugs- 
suak, Skaergaard intrusion i 
##7% Deer, W. A., Wager, L. R. 


haBMbA Ic Sb SY , PRO SERGE A 
BSS A-BE I EO RB A 
Se DE AIC BS MRR AD HES (Le RT 
le x VRS REAR © BG Ae (bt 
abl. FR ORB Ald (1) Fogy Fagg 
な る 成分 を , 上 部 の 夫 は (11) Fog, Fagg, 
(IIL) Fogg Fagg,, (IV) Fo Fag. な る 
蓄 分 を 有する と と を 知り た り 。 最 近 Fo- 
Fa の 完全 な る 固 深 帳 系列 が 完成 され た 
6%, RREMMOAK CARERS 
SRMEEBF, Wb Fa 0-30m1% の 
PKBE Aik HO WK WHI, 50% OK 
は Bushveld complex 其他 の 地方 に , 
REGS A > KAGE LCR TNE 
%, Fa50%~100% 間 を 欠き た を り 。 然 れ 
YS bab (II) (I) 及び (IV) BZ 
S&ORV, TGS Fe, RH 
長石 系 列 の 分 類 に 了 因 み て 次 の 如く 分 類 
L 命名 せり oo Fa=0~10% (forsterite), , 


Sn 
10~30% (chrysolite), 30~50% (hy-es ~ 


alosiderite), 50~70% (hortonolite), 
70~90% (ferrohortonolite) , 90~100% 
(fayalite), (Am. Min. 24, 18~25, 


1939) (#8) 
5995, Rhodizite 及び jeremejewite 
OPF (RE ZH Strunz, H. 
等 者 は Laue is, HRB) i, WS IS 
及び 粉末 Stoic JL% c, rhodizite 及び 
jeremejewite DKF ae & Ze nl AE e 決定 
な すり 。 rhodizite は ag=7.303A KLT, 
wept Th なり 。 巣 位 格 子 中 に (Na, 
K), Li, Al, Be; Byy Ob の を EA 
Jo jeremejewite は ay=8.45A, Co= 
8.09 A (aic=1;0.955) JeLc, AIBO, 


4 
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a A OT Ho TR OR 
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の 12 分 子 を 含有 す 。 BM BMA Coy な 
V, ADR OR e WRF S eichwaldite 
ti Cone BPS % OIL T, jeremejewite 
tL MROMFEREABTSLOOML, 
(Naturwiss, 26, 217, 1938) E 大 森 】 
5996, X FRA ihe Ke OBL 
の 研究 Hiller, J. E. 

wR X MARBLE eOAD 
TSTCL EMAC, それ を 鉛 の 銘 硫 化物 
の 分 類 , PEI MED V, それ ら の 結果 


を 表示 すれ ば 別表 の 如 し 。 癒 末 規 眞 の 各 


RRO BICOe CHER 定 し , そ 
れ ら の 格子 恒 数 を 計算 そり 。 そ の 結果 
zinckenit, meneghinit, baulangerit は 
AIG th ZIC (BL, geokronit, jamesonit, 
plagionit, heteromorphit, fiiloppit 及 
び semseyit (LHRH BICHT oS cCLE 
ice’), fiiloppit 及び semseyit の 
(EK, MPU, HABE BR BEV, 

plumosit 或 ほ は federerz 1 RIE H OF 
PAIL REDO WD MIC & b FL TC hi EO RF 
Mick Seon, (Z. Krist. 100, 128 


~156, 1939) (FAI 


wi 物 名 {6 Be sR | 結 品 系 
| 5998, BURR RAOBERTHE 
| 1 Zinckenit PbSbSq A Szivessy. G, Herzog. W. 
4 Geokronit Pb, Sb,S, ina tere as ee 
A eee Pb,Sb,S; a を 方 向 の 旋回 能 は 小さ ト の で , ZE 
6’ Plagionit Pb, Sb Se fn ee ee 
| 7 Heteromorphit} Pb,,Sb,9So9 ~ HE te BFE CL GBI AR BIE 
| 8 Seseyit Pb, Sbs9554 a rb, BICONE EX, 
9 Fueléppit Pb,Sb,5i4 a Ho Ewald 及び Born の 理論 を 
基 と し た 和 計算 を も 提示 し て ある 。 
格子 恒 敷 (Zeits. f.. Instrumentk. 59. 
, a dN es 
Ge rete 12.29| g66|13.76| 8 | 5.2| CBr 
DP pitte 11.70] 8.25/18.60) 4.) 646) oo oe eee 
3 17.88| 4.02|14.83| 2 | 5.99 | RA TiBr of Fie 
.4 58°26 |14.92| 8.25|14.35| 4 |o.s1 | SOM Be Cu 及び Cr 
5 91°%24’ |16.16| 8.60|13.75} 8 |5.7 | 2 S@Re ROC IC e 
6 72°45’ |18.44|16.84|13.52| 3 |55 | @meOMFERoMmee 
7 73°30’ |11.93| 8.31/14.18| 1 | 5.68| <t2~%e BAO BARE 
Beaded: 24 wc call ae 56" | RR ORE Ce 
BFE 16" Nien ere 524 | SCP DCBLTS rare 
Hetr SICHV, WHOM SS 
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REG CHE Ra t OWO LUE X 
YC Lt YScL EMH DY, 


物 質 (25°C) | (98°C) 
LiF 4.01807 A] 4.01808 
NaF | 4.62344 | 4.62345 
As,O,| 11.05214 | 11.05208 
Tic}. | 3.83471 3.83459 
TIBr | 3.97789 |. 3.97779 


(Z. phys. Chemie, 42, 143 ~152, 1939) 
[高根 

6000, 8-FeOOH OES Kratky, 
O., Nowotny, H. | 

Fe (e( b+ IB PKR © BEE PIC AS 
FE MER VQ ASHER LAD th HH RG ah IC 
LCUPMRF HICK 85 FE EA, FOk 
BORIS 3.67, HR Lit 3.1~3.4 
な り 。 こと の 比重 の 差異 は 盗 許 の 含水 量 の 
BLS STLKHATSLOGSN<L, 
その goethite LOBRE LMU, 本 
PEE goethite と は その C 軸 の 大 さ を 
fic 0, BB IKRE XY RGnh MK RRIe © 
各 段 階 に つき て 研究 せり 。 (Z, Krist., 
100, 356~360, 1939) (HARI 
6001, 六方 性 ニ ツ ケル 結晶 の 作製 と を その 
性質 Le Clerc, G., Michel, A. 

NiO の 居 元 た に たよ ょ り て 得 を る 等 方 性 Ni 
結晶 を CO O58 RIC 170°C Oj BE IC Be 
日 間 放 置 す る 時 に は 磁性 を 示さ ざる 六方 
性 同 素 器 に 名 移 する EMV, LIBR 
損 分 析 を 施せ る に その 磁化 は 250° FY 
ABICPBULFSCLEBDY, その Curie 
Bhiz 353° な り 。 然 れ 共 , SHIRL TIS 


その 磁化 は Curie BUY Pic CH ic 48 fn 
L, X PREIS en SIC IED AA thes 
(A BEIC SE ME RG AIC PE RL Se Mh 
り 。 AA PER DMF BIS ag =2.65A, 
Co=4.32A, c/a=1.63 た し て その 原子 
Mit 13.1A8 A Mi cia 11A3) な 
Vom. TARME USA AN OMBIC 
は 5.6% OBA E FEO, BRC 
AGE VY % DUG Te S HAABMLILA 
YVIC@ RICA T CBO GAO [awe 
むる を 得 ざ りき 。 ADH Ni と 等 方 性 
Ni & © fi] © Be Bilz 170° & 250° & 
の 間 に 起 り 等 方 性 Ni は 室温 に 於 て は 
MERE VY, Ch b Re HF fh WY © Be fis 
RRA &KvK Mtn YV, (Comptes 
Rendus 208. 1583 ~1585. 1939) [高根 】 
6002, AhFAOYRVUERWAPORBE 
fa Hagel, G. 

AhuvakV OMAICI Crk & Rn 
SEO FLEE ICI, St IK ORR E BS 
し , 長き さき 6~8mm (CARE fi ah & SL tae 
Vo Beit An52 の 中 性 長石 45%, % 
FREE 20% DEM 35% XV eS KR 
Zeiss te 0 ASH % MMIC kV ile 
2 Sic c=6.27A な る 値 を 得 . LORE 
ROEM OE VU, ARORA ELT 
BSR LOZVHV HLA aHoO 
硫黄 が 酸化 し SO,” & te VE RIRUES 
海水 中 の Cav と 化合 し て CaSO, EES 
と の 廃 に し て 第 2 は 叶 和 気孔 より 生 ぜ る 水 
BARU ile 2 DRS BIC VE LE 
OSG E UCHBEAT LORRY, 
Ld 3 CARERS HD BRB IL PAIR IL © IR 
ERIS, RRL SO,’ FHT LUE 
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5 Be i oe OR 


ta 252 


< 飛散 し , 海水 と の 反 應 に 奥 る 事 な か る 
。 考 に 本 石 彰 は ヴェ スジ ダ ツィオ 燈 岩 

CY 
SOR BSA, BWSILMET ORE AS 
REIK Gy GS SA, He PCR MRIC MIE SD 
i BAIS t OME LE BSS RFE SL © (Zbl. 
Min. usw. Abt. A, 254~256, 1939) 
(AAD 


= 中 


SABRKUSA 


6008, KKBHRMDHAKKSEAX=O 
iipkiA@ Se Lamey. C. A. 


Minnesota Ji Kekequabic jij irrc | 
WSC Duluth PEAR ¥t Knife Lake 灯 | 


BURT ICREAL, FAK a ORE ROB 


We sy (CBA HENS BE & BL, BEG a a k OY 
HTT SM RIC RR OD BF & TG BEV (1) RR 
EA, SRA, BREA (2) ARG, 
ACHE PRAREE (3) RA, SAACHE A, HR 


a2: fala 


Bio Fahne & 


(4) PEA, REE, HIN 
YS Rt be SW AA 
HIC AES 3 RAED S-F EG, EER A, 
ATH A RU th GlZA8 Duluth BORA 
Ck SBMA HICH CIE ZEAL 
CRIM ST SL の な 1 り 。 Geol, 
47, 82~96, 1939) (479) 
6004, WBF OBAGI Ingerson, 
E. 

LEE Hr (petrofabric analysis) Ic 
RIS 3 FBT Ke SED lial] 462 2 DI 


Tir MMIC EBA Y 5 JES hand specimen 


(Jour. 


fob = 


‘fo , 


ICDS 3 Bite > BEAT ie, 其他 OREN | 
特徴 た つき Sige tee Ck BBS | 


れれ た る ょ より その 江 位 薄 片 を 作る 


る 方 


| a <3 LT KO KEL 
| PETE Be REE L, FA ait 3 RRR 


i ings. 
OEIC k SWICK Ee MICU Vo 
RIL MEOBIRIC LURBe bik ORK 
kU #4lalI% (petrofabric diagram) # 
ED PBS MEI RIC TD fia TG 2 Fa a VC 
KIL Ue 0 ED SATE AA Te 
行く ん と する 研究 者 に と り 極 あて 適切 な 
る 指針 を 奥 ふ る も の と 言 ふ を 得 べ し 。 
(Geol. Soc. Am. Memo. 6, 209~262, 
1938 ) (jE 357) 
6005, DAFA FIA OMS -/ -7 
4 ba Luchitsky, V. I. 

YF A FW KBE Eo & 
HES SLD - 7 — 7 4b Be SEICL 


| CHK UAW SDR RRUS - 74 bE 
| 比較 的 KO に 富む を 特徴 と し 従 つ て 加 


里 長 石 は 常に 存在 す 。 本 地方 の 岩 虎 は そ 
DE eee 

. Wp 7 -— 74 pHBHEICL 
CiZk Vilitka, 玄武 岩 , DUA, HSE 
EAT, Bb A ELD CM Bic L 
DV, 

2. PHORM 7- 7 4 bIRAEICL 
CH A a X (tA RE a D 
BAEC BLL Jotnian Rls th 以後 
DOURBRIC £ UIRZES So 

3. eit D PERE Ak UE A PR 
( EGE IE 


を その 代表 と す 。 (Trav. Inst. Pétro 
Acad. Se. URSS. 12, 45~67, 1938) 
C/AAED 
6006, Quebec J] Bell FAM ARE 
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Freeman; .B, .C. 

Quebec 州 北西 部 Waswanipi 地方 に 
BS 3 SERE K BBS AIG > S EREIK L 
て , Montana Ji] Stillwater i avses me 
Transvaal © Bushveld 3k pe# Bic 
類似 せる も の な り 。 HALKMCH ) B 
成 さ きれ, 即ち 蛇 紋 岩 化 作用 , 角 関 石化 作用 
BUBKIE AE (EA IC RET ABA BH 
Yo 蛇 紋 岩 化 作用 は 基 性 岩 器 中 に 於 ける 
PAB AIC LSZELDL#EASbH, Xho 
SLI BNR REAIC & S BOK 
Ke SMR eV LE BBR SS, 
(Jour. Geol., 47, 27~46, 1939) [入内 
6007, Wyoming 中 Sunlight 地方 に 
RBUSXKWUEROP Parsons. W.H. 

Sunlight 地方 な Wyoming 州 の 北西 
端 Absaroka 山脈 の 北部 に あり 。 岩 石 は 
HELL CHEMO KKM AKROKRE 
KL CAKE R SHAR BRKAIEO LEB 
O, Xasth, OE, 岩 栓 , Sis, BON IK 
BURGE S. BUA O KUEHL IEOS 
ORB KAI L VK BRE & BETH 
厚 き 火山 礁 層 を 形成 し , 次 で 火山 作用 の 
中 心 は な 三 三 の 主要 火口 た 集中 し て 溶岩 を 
BEL, IC KR RUA eM TH aD , 
FRC IK MERIC US TERK HEP READ VY, 
REC EBKAE AD LS SHY CHM 
OBA KARO MEIC EU kL eb SS 
の な り 。 # HW MIC BH O AIG (Eb 
REL ME AM AUK Ra kA 
BeBROUSULE & EC BHNRA RUA 
面 央 た に 至れ り 。 (Jour. Geol., 47, 1~26, 
1939) [竹内 〕 

6008, Hartley (c #3 Sik PO mag- 


matic stoping に K 就 いて Guley, 
A.G., Joplin, G. A. 
New South Wales  Hartiey ic}fSv» 
granite HICH PKR A OBMS V,% 
の 長 さ は 58 RIC L CO iy HE x ABA BW 
WV ASAE TIAN IC BAR SMV 
BIC LT, 花 議 岩 , Ape BA Le 
OC, 前 者 た 閉じ し き HME R~kYV, KR 
岩 須 より 更に 小さ き 巾 2 財 ほ な どの vein 
を 出し , 花 税 岩 を 取り 園 め る 如き 韻 を 時 
せり 。 叉 本 岩 中 に は 石英 及び 酸性 アン デ 
シン の 捕獲 琉 唱 を 有 し , 22 Ik IC TE fy 
中 の も の と 認め ら る 。 上 訪 の 特徴 に ょ り 
著者 は な 之 を magmatic stoping の 行 は れ 
SRR UEL, PA Sh BRIT 
CORROWE SN SLAC RASS 
Foie UE 
70, 327~331, 1937) (AA) 
6009, 最近 の 草津 白根 火山 の 活動 ( 其 1) 
水上 上 有志 。 

昭和 7 年 以後 下 衝 な り し 章 津 白根 火 由 
は 昭和 12 年 11 月 27 BICKER TO, 
遂 來 活動 を 経 績 し つ ゝ あり 。 今回 活動 を 
} RBLK SLI BEA I} Ye NW-SE 
ORGS LIC MA SHH S% OIL THO 
SV), MLAS, ve, EWS LcCe 
TG te SO SM VC Te 33% BRICHAB ( juvenile 
lava) OME EARL, KUIPER & 
UMS S RER, 上 礼 烈 劉 の 地下 約 :.7 KF 
MSE ICS CHE AE SBHE FE SH, 
BSI K LUE) BY D TELE DS S BASH 
~5b_o AC OPEL BAA © vb we DEBE 
MHASES SB kV aie ey 450°C fir t AB 
2S, zkMpleic LV—AY<% Sx 


Sydney Uuiv. Rep. 
yaney 


こと この 


抄 32(46) 


A BE BR OR #8 254 


102103 tig > a) aS BY BE IC HY OSL RIC itt 
APS EMD VG DLEBBMOAMLE 
(ALK OGM ICA L & BEE 3.5% 
の と 思 携 せら る 。 (地震 11. 207~228, 
1939) (AAR RET 
6010, Kenya ji] Turkana の 火山 岩 に 
BEV Smith, W. C. 

アフリカ Kenya 州 の Turkana は 
Rudorf 湖 に 商 ふ 地域 に し て 従来 そ を の ア 
カリ 火 由 岩 ど 以 て 知 ち れん た 0 り 5 CORR 
部 は 中 部 東部 アフ リカ の を の と 同一 で 
その 上 に “Turkana grit” と 移せ られ る 
DBI HERET VQ UES O FEE hIC, TBC 
FAA, SE, MKB, KKH 
2 PEK EKER, a Ay PH, oy Fs 
VD PSD Fv HV KLE Ope IE OS 
5S, WEAMD A AICO & EMM oA 
ASL aE & te L, 終り に Champion © 
調査 に より 確 め ち れ た る 各 岩 類 の 野外 に 
TAD 3 CEH AK RE & UAB Ta] © BA GRIC O & 
mE), (Quart. 
94, 507~553, 1938) (7 FF) 
6011, 1985 = 11 月 ~1938 年 12 A 
の 日 本 に 於 ける 火山 活動 MPRA, 


Jour. Geol. Soc. 


ASE D OK ASIC HS B ATR UIC ES 


1935 4B 11 A EF Y 19388 42 12 Aic BS 
期間 の 活動 を 読 明 せ り 。 そ の 中 特に 注目 
すべ きも の は 次 の 如 し 。 千 島 帯 の 知床 硫 
BORK UWS EC 1889 ~\1890 の 活動 に 際 
し 硫黄 を 流出 そる が 再び 1936 年 2 月 16 
日 に 活動 を 開始 し . 散 座敷 ヶ月 間 に 流出 
© SGT ABE 99% DE, Beet 207K 
WEL HET 3, ILM IC Ct 
1958 年 5 月 29 AK WPEO RRS VY, A 


らく 火山 基部 の 岩 虎 の 移動 に 原因 する な 
らん 。 MAR ORAM Ws Pic HM Sv 
HEIC A & te ME it 1938 年 4 月 20 日 に 
rv, BBE OlLMIC 1934 
年 12 RIC DERE ATE 2 1 BLL RAR 
に 成長 し つ ゝ x あり 。 (Jap. Journ. Astro. 
Geoph. 16, 95~120, 1939) [人 和信 木 催 〕 


& EB KS 


6012, FAWN AISOR 2 7 Rs t OAR 
INR Ke 

SAT & MAA TTR 
Ht Gre SERA LEE 岩層 に し て , 潤 
DMI fae ¢ BEE L ALR ERIC OT 
SLORY, LEMMA t BEE © BLOM IAS 
Peete SOBRE CHU ESYOL— 
MICE SNL, fii Wie SW HS Bic 
KVAEUC RSE OIF L CHER BE 
KET ORBHEL VRBO bh B HRB 
BS PEM HE DS HE DIG AR AE RIC HER te S 
割 を 演じ た る も の な り 。 等 者 は 鞍山 , 大 
PRIUS $2 ROTEL D AEM PR IC HET T 
OAT & BHA L , BRC REUSE GE tic em 
I VME © USGI EWES SHH 
XY FE hid Hs & SED Ie D RHEE (CHEF S 


THD VWICRM Z WAM AEB te BEE E 


演じ た る こと と を 指摘 せり 。 (BBR, 14, 
70~71, 1939) [竹内 】 
6018, California | alpine Co cf 
44 SM KVEIRSR Gianella, V. P. 
HER NE | OK BY PGE KR HSE D FEB ME 
SP OORIRIE , % O PEROARIC TIED LY 2B 
SUPER LL CLMAR YU, 然るに 標 
0 dbs, Monitor 地方 に て は 石英 , 
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MF CEE A, BART SAO, PY MOSM EAE 
DX, PASAT, MESON & JE IC TY (eae SRE & 
FEL , DRA ONC HEA D.S Gat BME 
BGORM CRO, 最後 の 産物 た る を 未 
せり 。 BRIS ZU AS ROR IC 
PE te % 3 PH ik BCS ICR bh, Bw 
eC ER PEIC LTC, FE IS BEL 
SAH VY (Proc. Geogr. Soc. Am, 1987, 
238, 1938) (EB) 

6014, 長 高 部 園 幅 内 の 金銀 硫 呆 KR 
SS, We ITE RAS 

I. 2Qie FESO 

a. TPA ROUGE hid OD % D-H 
きる ぁ も 小 規 漠 Wa=arvT Foy 
7 Be 

b. SAFPLMWAOAMEBS Hva( boO-- 
San irs ¢ , AOE, ASOT, 7 SOUR, Sis 
{8 , FEI EDRIC Et 

例 Ae ie 

C. ARB UIBICLES. 4D 

例 SSSR OR LL, RAR OR LL, (LLL BER) 

PETS ORL (HAAR IR) 

Wl. & 

d. Bak a CPE BTS O--AYHYM 
e. 同 c CJR RFF SLO-- BRR 
(4b Hes Te AS Re, 8, 15~16, iy 14) 
(HES) 
6015, 北海 道 大 金 金太 床 KG, 古 
ESR IG, BEIGE BAS 

SPA PE LPAI IC RA 3 UW 
Sheen SPRARMK C, RA 
SP (cL, BE WR MSI EEE Ug 
AOS AMO s MKC LC, BEALE 
LV, PIIMBEMSRE SR, HMO 


fRT ERIS LOPAICR <( IcHtu, we 
MO HG ne SLB Ma YAM 
oS, 4, 12, 014) CHEE 
€016, ZnS-MnS MiciA\ SHAM OE 
成 ANH 5989 参照 。 
6017, OMG L > 
参照 。 


AS ii] 5996 


A ih ik SB 


6018, 石油 と 硫黄 の 共生 Uklonsky, 
A 

(0) np クリ きき ヤ コー ニッ テッ ス ジグ ェ て 
ん を が 地方 その 他 に 於 ける 硫黄 斑 床 調査 の 
結果 , KERN RS 3 GREE IS (TY 
TK ER BRA IC BL , 硫化 水素 の 酸化 た にょ る 
PRIMES TLE WD ICLED, (2) 
硫化 水素 は 主として 黄 化 水素 と 硫酸 忠 深 
液 間 の 変 剖 作 用 (SET O FF FEICHS T) 
に だ により て 生じ , ペ パク テリ ヤ の 媒 企 だ による 
% OL EDR TRA IK BF FP, (3) Ae 
PINNED CFE, Wak & te B ds Bik x 
Wht — DE-RRMIICHB FST AH Y 
WAKE RS, COIL A LB o te 
生 限 界 に 相 党 し , 湊 青物 の 存在 を 示す る 
の な りう り 。(4) 石油 と 硫黄 の 共生 系 列 な 
(a) 硫 化 水 素 , Se Baie (Lise & Ate Be LD 
(b) 含 銅 砂岩 (c) PANTEDE i & At HEAR 
(d) volkhonskite, vorborthite etc. (e) 
keffekelite etc, (f) WH, 236, TRE (LE 
Gi) (g) BRUM © BB (Edy, (h) 硫 
@, ABA, HMA, A, ERM, AES, 
(i) SE7K HAR, 硫化 水素 , SV YAO 
tr, Cs) 自然 硫黄 及び 湊 理 の 順序 な うり 。 
(5) BeBe (kee ix 4 Bi © Gis PBe EU EE 
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so BTR RK S 
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EUBICL Ci O RBIS S eT 
(6) BIC EIR © RM © FF EIS Git BE © FF 
HEOMIBABE HS. 硫黄 量 と 右 油 量 と は 反 
比例 的 に 存在 し その 一 方 が 多き 場合 , 他 
方 は 少量 と な る 。 (7) PHPAOELY 
APICES It BI , 硫黄 及び 硫酸 物 
は 硫化 水素 に , 明 伏 石 は 鉛 玉 等 に , 鐵 分 は 
TREE , REET & Te 0 BFE KEL AIC, 
FEM MILBE, ARAL RY, Cn Sor 
の 存在 な 往時 に 於 ける 石油 及び 硫黄 の 存 
HERMPORY,S Geol. 
Congr. 17, Abst, 6, 1937) [高橋 〕 
6019, FAIL F Vik Kudriavtzev, 
NAs 

2- AY AWM eA WH ea 
Hes & Ste SA hs ROM Ee Ee 
Bice bf, 地質 的 に は ジュラ紀 ラテ 

イィ アス え 階 より 第 三 紀 鮮新 期 た 至る 各層 に 
油 兆 を 分 布 す る も , RAH ICES S 
も ゃ も の は 南 カ へ チ ヤ 油田 た し て 竣 湾 的 に 重 
要 な る 事 が 確 め ら る ゝ に 至れ り 。 同 地方 
の 石油 斑 床 は (1) 油田 の 生成 な 後 造山 
Micke), (2) MSWISABMICLA 
油 母 層 の 特徴 を 有する 頁岩 層 あ る る 本 油 
HO ARERR IS CNEL Re 6, BS 
( EiBO ERB 7 4 ZARA ORG 
}3i Rete L & KS3-, (Intern. Geol. Cong. 
17, Abst. 10~11, 1937) [高橋 〕 
6020, PRIVANA PVR OBED 
Mashkovich K, A. 

ッ 國 最大 の 油田 た る アゼル バイ セン の 
石油 は ゲ プ キン に ょ よ ょ れ ば 潤 新 及び 中 新 層 
の 母 層 ( 理 藻 及び え スピ ラリ ス 層 , マ イコ ュ コッ 
プ 統 , 中 部 ター ン 層 ) より 三 拉 的 に 移動 集 


(Intern. 


Hat SZ %OICL T, + OBE DMs (1) FA 
Seria, EbRTAyvscay Weel Te 
VEK UO HEB (VENR) を 件 ひび ひ (ビビ ・ テ エー 
バッ ト 人 等 ) RISIL YT SRO (FH F7A= 
人 (2) RPA=, PTY F, BT =OM 
REAR TELM, (3) ディ アピ ビル 核 を 
AS SRIF AT CAM (EFTAWF), (4) 
B77 vezeyRMBbue7-nNRvY,7 
R, TMP RBEOM ( PHOF 7 ENA, 
(5) FA F ABOMM 6 MEE L ESE 
Ba, (6) +2 7 (Kura) WEIS ARLE Te 
る 断層 を 儲 ふ 短 軸 背 痢 (ピル サガ が トト 等 )。 
(Intern. Geol. Cong. 17, Abst. 8~10, 
1937) [高橋 

6023, PREM ih AORBKA 
Porfriev. V. B. 

HM Haale k uRY, LAO 
ALVES KY At SL OL Ais tr 
RIL S%, HOME LHTAIAMR 
因 に 局 し , SF ORI XY BUR 7 UNAS 
AY RRR IC TE S.C = FH ic BB L Ae 
れる も の な り 。 HOR MIC Lis he 
の 石油 は ジュ ラ 層 中 部 の 石 敵 層 を 根源 と 
する も の に し て , 植物 細胞 及び 組織 と 脂 
肪 質 容 遊 生 物 委 は 或 は 層 元 され 或 は 酸化 
SALT HEBER SS 75 BL BA te & SEB RR 
CRIS MIE SH IE BH EL TSK , 綾 
WES © MTA ERE LOY ARS Sh BA 
MMICwBMs Sm {, スタ ドニ = ニコ ュ フ の 『 原 
質 油 』 な る 構 税 は 全く 無用 な る も の な り 。 
Dif (aE (Et wth FH BH BEE PE Ze Ay SE 
%S% Ol VE RMD, (Intern. Geol: 
Congr, 17, Abst, 7, 1937) [高橋 〕 
6024, IbD—-ViVeHEORR Filipes- 
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cu, M.G. 

[ia] ER 2a FH ASA i 2 BBE > S Hb HC 
FEAET SBM O AH He AR SHER, 
CHEB BRT + F = vic 27 
Voy Fh WDA RUE DM Sb ATED 
BW OL 症 物 に た し て , 前 者 の 初期 の も の 
は 人 魚 新 期 た 起 れ る 7 Ve vs OFF LBS 
(チッ フ ') LV CHEENIIC MB Sh, K 
eS MS Ac HS OPBRL & 5 CPA 
te } RWS IC BB EN SICBOKLOT 
& 6 & K3-,(Compt. Rend. des Séance, 
Inst. Géol. Roumanie, 4~8, 1938) 


[高橋] 


2 eh FR 


£025, 和 粘土 の 性 質 に 及ぼ ば す 成 分 硫 物 の 影 
#8 Grim, R. E. 

Bi mofFhELLTHAAVIAD, 
EYEVGFA PRYAF 4 IBOOK 
IRR O SEX VB Y , , そ の eS Me © 
FLFAIC KV, 4 ORLOWIRRUERE AIR 
rk UFFEOMEMIARARESLYOR 
り 。 SF (zt LAS TE OBE MARE El & 
&L, COWS WS OT WO 性 , MC He 
WE, BOK PE ELSE CIES SGAEIK O & gat 
2H, (J. Am. Ceram. Soc., 22, 141~ 
151, 1939) 【 竹 内 】 

6026, MINT TRUST FOB RIE 
SEELFZYVMARMORS me 
BK 

第 者 は 2MgO+TiO, X it MgO+ 
FeO+TiO, SHR EAT SERGE 
焼成 する 時 に は , 1300~1500°C に 於 て 
REANHM EAD SIEF # vy MBL & 


—= 


Y CHES SBEMVUEVS AIRC T 
MME THR 1 bORBICY EROS 
AA MUS 2 vy RY EIN SGA OB 
成 た 開 し て 逃 べ た り 。 マグ ネ サ イト は 
1400°C ic}jS CHRRT FN EL, SAM 
WF Fy RMRL <T RY A PRBLT 
2~3% Wins SMC Ix, 1300 ~1400°C 
ICUS CASA ie } RERGBE IC HEE LOS EE 
た り 。 (Lk 42, 390~392, 99 14) 
(AA) 
6027, AAU V-ABEABOME RIC 
REF B,O,, P, O,, Fe。 0。 O48 

Fhomson, C. L:,. Parmelee, C. W.. - 

PHD FH 40% wry Florida カオ 
リン 60% THRESH Et L,P,O,2%, 
を 加 へ 600°C 1c 38 SIE RIK L MMB S 
AERIS ILATE GH © AUN & BB A EE 
な く , Fe。O。 1.5% を 加 へ 同様 加熱 せる 
結果 は 基本 器 に 比 し 熱 膨 有 履 を 低減 し 線 返 
LimBhic & YH HE ee KY, B, Og 
2% BINNS % SESE L IBt ] 
Si FITS TO PRM Mz 1K et, (J. 
Am. Ceram. Soc., 22, 170~172, 1939) 
Cr A) 
6028 ADF OAREMEF SIRIEA 
仲井 俊雄 , PRILG Heo 

AFA b OAERMICHR LIME L CHES 
DTIC HL COX PRAICPRR LAO 
11 Mix ERY, ESR カル シウム, 
酸化 リ シ ゥ ウム, タング ええ テ ン 酸 チト リウ 
a REAP SR RES TRY 2B, 
RUSTE ES PRLS, EVAR VY BT As 
=U PREM, ~Rliw~y av ROR 
{EGE VY FR CREA MD, Wk + YEA, 
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USER +L 3RROLOK CHEB 
(cal & IML MBAIC LBA AA b OAK 
TRRE & WE LC BCA 4B IL © BPR, MS Jn 
BOBHKICL SMBS & 見 た る が , 何れ 
も 添加 の 場合 た 比 し て 50~200° 低温 に 
於 て 同 程度 の ムラ イト の 上 品 出 を 見 た り 。 
( 穴 協 誌 , 4?, 225~230, 1939) (759) 


石 ie 


6029, HEB meee KE OVE ik Davis, 
FD; Barby VE. 

3207 FREE BRE BM-AGAREIC 
CHEM L 500~900 BECKS 3 HE AR AE 
Wy DUCE ROPE EBS 生成 コー クス 
を 引 貫 き 高 混 に 加熱 せる 時 生ずる ガス 草 
の 測定 , 2-7 AO ME REBEL 
: で 生成 そる コー クス の 工業 分 析 と 元素 分 
析 を 行 へ り 。 結果 より 得 た る 結論 , (1) 
500° 及び 600° に 於 ける 生成 物 は 工業 
Bie VY OFFI L—ET, (2) 600° 以 
LORRI BE PAKS BAKED % BRB EG 
Hetbtro (3) RBA Mic kV 
30~45% WHET. 500° ICH S Bits 
約 14% OBE AR, Bic Bi BEI 
MALS S LPB SKK BL A I 
化す る 。 (4) HRPPEICFE X 3 RRB RIS 
HARE LH icspgs, 500° だ て は 25% な 
Vo (5) CORMORMBRL VHHrv br 
b PSC CHEB BE IK PETE Re & BZIN Se DRO 


WE s BNL, (Amer. Gas J., 150, 
38, 1939) E 根 橋 ] 
参 2H B 


6080, HSER RA OL RAHI (SEH 


) =MEKE 

HE SE ARASH KO Cl’ 分 布 を 比較 す 
SICKM KE V BMI (LRRD CH € feeHMIC 
BRED SS. HOUMA tsi 
Ribeic cit CV te HCl WEL CB 
出せ ず し て HCl AME L CBU S 
た め あめ 大 沸 よ り 低 地 に は HCl ARES 
出す る が より 高地 に は HCl 水深 液 ょ り 
X OFC ST SKROBSL DEL 
得 ざ る た め あめ Cl! SHEL ALOLBRBS 
So (日 化 , 60,521~526, 昭 14) 【 待 場 ] 
6930, TRIER RRAO LSA (BN 
報 ) =WEKBo 

We ARG RE ZEA, Hk ILA aT 
ith BH XOBEE D RCHEPE & RUB L be 3 RH 
FRAG WS RIT HP IC Cas Ae & ele SE 
FEAR ICL SFL CHO CHE EU 
AE LCHWLARSRLOLABADHY 
る な り 。 CHBH PRI L Y OBE 
AIH OH Pak t IB LOKARMEL 
CHE LAL ESLODLBBSYL 
WB > dX SRREIC EL VIB ST SBSICH 
て る も 岩石 等 と 充分 作用 する 素 長 時 間 相 接 
MIT LAE Re, BRE 
AGL L(LRARIC MPIC Th I HER 
te WE FESPA IK ES CR OK 
De MAT SH 1K LDR © BBE EA ER OD KER % BBE 
TkiD BEBO SOY Je Ale Fete 
Fe') 4% Gir RBObEHEV, HH 
OTN EB th rk BS HRICUR AT SF 
(LR OVA RS tte) BB hb |N~ 
Lo (BE. 60, 526~530, 昭和 14) 
45) 


5 BR 


* 全 役員 
長 mt 津 仔 正 
eS Rie FEB BAKE 高橋 純一 琴 井 誠太郎 
鈴木 se 伊藤 AW 
ERS = fk VES 新 六 Bit = ft 高根 BRA 
2 ft 八木 RB 
x 8 fal (2) 
伊木 常 誠 石原 富松 ERR Ba 小川 Rie AF bs 
大 村 — Be Ril gtz8 Si (eas 加藤 BR 木下 fk 
AR AES He EFA BG A. +R A HEE Vere bit 
FA th aE = Gi EE 中 尾 護 次 郎 中 村 新 太郎 野田 勢 次 郎 
原田 MEZE ia FA 連 藤村 幸一 Mis UBB 保科 正昭 
本 間 不 二男 松本 唯一 松山 基 範 松原 iB FF big 2 
山口 #= 山田 SEE WA 新区 
APMIS (3 yy) 
AR 啓一 Ie THE 河野 Scie EBA = Ju 瀬戸 BURR 
高橋 純一 竹内 BE 高根 RAI 中 野 fee 根 橋 雄太 郎 
待 場 B 八木 RB A 健三 FE BARES 渡邊 RIA 
Wa Fl Pap ae BD A tO 申込 所 
ie (UAE TH SE ALF BY KK PRE ERK PY 
昭和 士 相 年 十 一 月 一 A BEAT AE YOR 
BeBe Rs 
ee sen K Rm 旬 
ihn BE REL ITS ト (ernie 8825 字 
(ZT OR. if KAA 本 B B82 FB 
RR RPM | Py He BIEN (gy) 
ee a Gp ED Gap 18 Lh 
ARGH 河 野 義 ie 
3 eB 折 所 所 
> (ls th BY a my 
en Ry AH SR @ a ae 8 
li eT BA 2 MY ee a Hb SOROS = B+ 
Ye Fa Sey) a 
CRRA 27 0%) 
EDO APE «BPE 1 O70 
ヶ年 分 By 4 Bl 
(iN) ae TH BB oN a ー ヶ 年 分 By 8 Bl 
SE SA i 所 AR ak BG BY Sei A 1 20 By 


@ 26 2636-113 & 
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